
鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 医療薬学総合講義

担当教員名 川西　正祐、大井　一弥、飯田　靖彦、田口　博明、佐藤　英介

開講期 前期

必修/選択 必修

単位数 2単位

学年 䠍年次

概要

基礎薬学の知識とその臨床薬学への応用について学ぶとともに、がん、認知症に関わる医薬
品開発や薬物療法、それらを取り巻く社会的環境について理解するため、病態解析䞉薬効制
御学、薬物治療設計䞉管理学、医薬品開発䞉解析学、社会環境薬学の総合的な知識を修得す
る。䠄オ䝮䝙䝞ス方式䠋全䠍䠑回䠅

一般目標
これらの学習を通し、社会に貢献できる指導的薬剤師、薬学研究者としての能力、資質、姿
勢、素養を身につける。

第　䠍回 画像診断による病態解析䠄◎飯田、大井䠅䠖疾患に応じた解析法について理解する

第　䠎回 がん診断薬の分子設計䠄◎飯田、大井䠅䠖がん診断剤の集積機序について理解する

第　䠏回 神経変性疾患の画像診断䠄◎飯田、䠄大井䠅䠖脳機能診断薬剤の種類、特徴を理解する

第　䠐回
生理機能の加齢䝬䞊カ䞊䠄◎大井、飯田䠅䠖高齢者の疾患と加齢䝬䞊カ䞊との関係を説明でき
る

第　䠑回 高齢者薬物治療䠄䠍䠅䠄◎大井、飯田䠅䠖高齢者の急性期薬物治療管理について説明できる

第　䠒回
高齢者薬物治療䠄䠎䠅䠄◎大井、飯田䠅䠖高齢者の慢性臓器不全患者の薬物治療管理について
説明できる

第　䠓回
癌、老化に関わる活性酸素代謝䠄◎佐藤、川西䠅䠖癌、老化に関わる活性酸素代謝の詳細に
ついて説明できる

第　䠔回
癌、老化への機能性食品の効果䠄◎佐藤、川西䠅䠖癌、老化への機能性食品の効果を説明で
きる

第　䠕回
生体の䝺䝗ックス制御と医薬品開発䠄◎佐藤、川西䠅䠖生体の䝺䝗ックス制御と医薬品開発の関
連について説明できる

第䠍䠌回 ア䝹䝒䝝イ䝬䞊病の病態䠄◎田口、佐藤䠅䠖ア䝹䝒䝝イ䝬䞊病の病態について概説できる

第䠍䠍回
ア䝹䝒䝝イ䝬䞊病の医薬品の開発䠄䠍䠅䠄◎田口、佐藤䠅䠖ア䝹䝒䝝イ䝬䞊病の医薬品の開発に
ついて概説できる

第䠍䠎回
ア䝹䝒䝝イ䝬䞊病の医薬品の開発䠄䠎䠅䠄◎田口、佐藤䠅䠖ア䝹䝒䝝イ䝬䞊病の医薬品の開発に
ついて概説できる

第䠍䠏回 がん予防䠄◎川西、田口䠅䠖がんの発生機序に基づく科学的がん予防について説明できる

第䠍䠐回 がんの化学療法䠄◎川西、田口䠅䠖がんの化学療法剤の有効療法と安全性を説明できる

第䠍䠑回
がんの個別化治療䠄◎川西、田口䠅䠖がんの分子標的薬の有効的に副作用を軽減するための
コ䞁䝟䝙オ䞁診断薬を説明できる

教材 ス䝷イ䝗䠈䝥䝸䞁䝖

参考書 適宜紹介する

評価方法 䝥䝺ゼ䞁䝔䞊シ䝵䞁、質疑応答などの内容により評価する。

質問先
川西研究室䠄1506䠅、大井研究室䠄1507䠅、飯田研究室䠄5210䠅、佐藤研究室䠄5309䠅、
田口研究室䠄5209䠅

注意事項 各教員の指示に従う。

授業計画䠄シ䝷䝞ス䠅

授業計画䠄到達目標䠅



㕥㮵医療科学大学䚷⸆学研究科䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 病態画像デ断学特ㄽ

担当教員名 㣤田㟹彦

㛤ㅮ期 前期䠄㝸年㛤ㅮ䠅

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 䠎単位

学年 䠍年次

概せ

医療䛾発㐩䛻伴䛔䚸体内䛾様䚻䛺機⬟異常䛾検出䚸病態䛾ゎ析䛿治療方㔪䛾㑅
択䚸決定䛻不可欠䛾䜒䛾䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹特䛻䛜䜣䜔様䚻䛺神経疾患䛾早期デ断䚸早
期治療䛿今日䛾㧗㱋化社会䛻䛚䛔䛶喫緊䛾ㄢ㢟䛷䛒䜛䚹本特ㄽ䛷䛿病態特性䛻基
䛵䛟㑅択的䛺⸆物移⾜性䜢示䛩新䛧䛔放射性デ断⸆剤䚸㐀影剤䛺䛹䛾研究㛤発䛾
方向性䛸問㢟点䚸䛭䜜䜙䜢用䛔䛯⮫床研究䚸⮫床デ断䛾現状䚸䜎䛯䛭䛾特性䜢利用
䛧䛯⸆物治療䛾動向䛻䛴䛔䛶ㅮ義䛩䜛䚹

一⯡目標 分子䜲䝯䞊䝆䞁䜾䛾手法䜢用䛔䛯画像デ断⸆剤䛾分子タィ䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛

第䚷䠍回 画像デ断法䊠䠄様䚻䛺形態デ断法䛾原理䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠎回 画像デ断法䊡䠄形態デ断法䛻䜘䜚得䜙䜜䜛画像䛾特徴䜢理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠏回 画像デ断法䊢䠄様䚻䛺機⬟デ断法䛾原理䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠐回 画像デ断法䊣䠄機⬟デ断法䛻䜘䜚得䜙䜜䜛画像䛾特徴䜢理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠑回 分子䜲䝯䞊䝆䞁䜾䊠䠄分子䜲䝯䞊䝆䞁䜾䛾概せ䜢理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠒回 分子䜲䝯䞊䝆䞁䜾䊡䠄分子䜲䝯䞊䝆䞁䜾䜢利用䛧䛯⸆剤分子タィ䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠓回 画像デ断⸆剤䊠䠄䛜䜣デ断䛻用䛔䜛放射性⸆剤䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠔回 画像デ断⸆剤䊡䠄⬻機⬟デ断䛻用䛔䜛放射性⸆剤䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠕回 画像デ断⸆剤䊢䠄䛜䜣デ断䛻用䛔䜛㐀影剤䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠌回 画像デ断⸆剤䊣䠄⬻機⬟デ断䛻用䛔䜛㐀影剤䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠍回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介䛸ウㄽ䊠䠄⸆剤㛤発䛾方法ㄽ䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠎回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介䛸ウㄽ䊡䠄⸆剤䛾有効性䛾検ウ方法䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠏回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介䛸ウㄽ䊢䠄⮫床䜈䛾㐺用性䛾検ウ方法䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠐回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介䛸ウㄽ䊣䠄定㔞ゎ析䛾方法䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠑回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介䛸ウㄽ䊤䠄⮫床デ断䛻䛚䛡䜛有効性䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

教材 特䛻䛺䛧

参⪃書

ホ価方法 授業態度䚸䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䚸㉁疑応答䛺䛹䛾内容䛻䜘䜚ホ価䛩䜛

㉁問先 病態ゎ析䡡⸆効制御学分㔝䠄㻡㻞㻝㻜室䠅䚷㼕㼕㼐㼍㻬㼟㼡㼦㼡㼗㼍㻙㼡㻚㼍㼏㻚㼖㼜䚷㻜㻡㻥㻙㻟㻠㻜㻙㻜㻡㻥㻠

注意事㡯

授業ィ画䠄到㐩目標䠅

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷⸆学研究科䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 ⸆効分子タィ学特ㄽ

担当教員名 大倉一人

㛤ㅮ期 前期䠄㝸年㛤ㅮ䠅

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 䠎単位

学年 䠍䞉䠎年次

概せ

種䚻䛾疾患䛻㛵与䛩䜛因子䛾特性䜢ゎㄝ䛧䚸治療戦略䜢⦎䜛䛖䛘䛷何䛜㔜せ䛛䜢⪃
䛘䜛䚹例䛘䜀䚸⣽⳦感染症䛻㛵㐃䛩䜛䝍䞁䝟䜽㉁䚸䝠䝖⣽⬊䜈䛾毒性低減䜢狙䛳䛯抗
⳦剤䚸低㓟⣲分圧感受性䛾放射⥺増感剤䚸抗䛜䜣剤䚸⸆物代ㅰ㓝⣲䚸䛺䛹䛾䝍䞁䝟
䜽㉁䜔低分子化合物䛻䛴䛔䛶䚸䛭䜜䜙䛾機⬟䜢発現䛩䜛䛯䜑䛻如何䛺䜛構㐀上䛾
工夫䛜䛒䜛䛾䛛動的䛺構㐀䜢㋃䜎䛘䛶䚸⸆効䜢発現䛩䜛分子䜢タィ䛩䜛㝿䛻留意䛩
䜉䛝ど点䛻䛴䛔䛶⪃察䛧䛶䛔䛟䚹

一⯡目標
病態㛵㐃䝍䞁䝟䜽㉁䜔低分子化合物䛾構㐀䛸活性䛾相㛵䛻䛴䛔䛶理ゎ䛧䛶䚸疾患
䛾発症䜔治療䛸㛵䜟䜛動的構㐀䛻䛴䛔䛶ㄝ明䞉⪃察䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜛䚹

第䚷䠍回 病態㛵㐃因子䛾構㐀㻌㻝䚷䠄標的分子䛾構㐀䛻䛴䛔䛶理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䚷䠎回 病態㛵㐃因子䛾構㐀㻌㻞䚷䠄標的分子䛾構㐀䛻䛴䛔䛶ㄝ明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠏回 病態㛵㐃因子䛾構㐀㻌㻟䚷䠄標的構㐀䛾利用䛻䛴䛔䛶理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䚷䠐回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ㻌㻝㻌䠄病態㛵㐃因子䛾構㐀決定䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠑回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ㻌㻞㻌䠄病態㛵㐃因子䛾構㐀改変䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䚷䠒回 病態㛵㐃因子䛾機⬟㻌㻝䚷䠄標的分子䛾機⬟䛻䛴䛔䛶理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䚷䠓回 病態㛵㐃因子䛾機⬟㻌㻞䚷䠄標的分子䛾機⬟䛻䛴䛔䛶ㄝ明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠔回 病態㛵㐃因子䛾機⬟㻌㻟䚷䠄標的分子䛾機⬟改変䛻䛴䛔䛶理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䚷䠕回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ㻌㻟㻌䠄病態㛵㐃因子䛾機⬟探⣴䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠌回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ㻌㻠㻌䠄病態㛵㐃因子䛾機⬟応用䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠍回 病態㛵㐃因子䛻対䛩䜛応⟅分子㻌㻝䚷䠄標的応⟅分子䛾構㐀䛻䛴䛔䛶理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䠍䠎回 病態㛵㐃因子䛻対䛩䜛応⟅分子㻌㻞䚷䠄標的応⟅分子䛾機⬟䛻䛴䛔䛶理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䠍䠏回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ㻌㻡㻌䠄標的応⟅分子䛾動的構㐀䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠐回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ㻌㻢㻌䠄標的応⟅分子䛾構㐀活性相㛵䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

第䠍䠑回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ㻌㻣㻌䠄病態㛵㐃因子䛾特性䛛䜙治療方法䜢⪃察䛩䜛䠅

教材 㐺宜㈨料䜢㓄付䛩䜛

参⪃書 各種学⾡㞧ㄅ

ホ価方法 出席䚸受ㅮ態度䚸発⾲内容䚸ウㄽ内容䚸䝺䝫䞊䝖䚸䛺䛹䛻䜘䜚ホ価䛩䜛䚹

㉁問先 病態ゎ析䞉⸆効制御学分㔝䚷䠄㻡号㤋㻡㻟㻜㻠室䠅

注意事㡯

授業ィ画䠄到㐩目標䠅

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 神経内分泌䞉栄養学特論

担当教員名 藤川隆彦

開講期 後期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 2単位

学年 䠍年次

概要

中枢神経系と内分泌系と免疫系のネット䝽䞊クは生体の恒常性の維持に関わっている。
スト䝺スはそのネット䝽䞊クに影響を及ぼし、スト䝺ス性疾患の誘導、又は様々な疾患を悪
化させる。本特論では、スト䝺ス性疾患に関わる視床下部―下垂体―副腎系の調節機構
やスト䝺スによる神経変性疾患の悪化や加齢肥満―䝯タボ䝸ックシ䞁ド䝻䞊䝮への進展に
ついて神経核、関連分子、遺伝子発現調節機構等の最新の知見を取り入れた講義を行
う。さらに、脳への神経栄養という観点から、これら疾患に対する作用薬、漢方薬、健康食
品を含めた栄養効果についても併せて修得する。

一般目標
神経内分泌学的視点からのスト䝺ス反応、スト䝺スによる神経変性疾患䞉肥満䞊䝯タボ䝸ッ
クシ䞁ド䝻䞊䝮への進展についての基本的知識を修得する。さらに、その予防䞉治療薬と
しての漢方薬、生薬、健康食品の特徴についても修得する。

第　䠍回 ホ䝹䝰䞁䠍䠄ホ䝹䝰䞁について説明できる䠅

第　䠎回 ホ䝹䝰䞁䠎䠄ホ䝹䝰䞁分泌の神経調節について説明できる䠅

第　䠏回 ホ䝹䝰䞁䠏䠄論文紹介と討論䠖ホ䝹䝰䞁分泌の神経調節について説明できる䠅

第　䠐回 ホ䝹䝰䞁䠐䠄ホ䝹䝰䞁と神経変性疾患の関連性について説明できる䠅

第　䠑回 ホ䝹䝰䞁䠑䠄ホ䝹䝰䞁と加齢、学習䞉記憶の関連性について説明できる䠅

第　䠒回 ホ䝹䝰䞁䠒䠄論文紹介と討論䠖ホ䝹䝰䞁と肥満䞉䝯タボ䝸ックシ䞁ド䝻䞊䝮の関連性について説明できる䠅

第　䠓回 スト䝺ス䠍䠄スト䝺スについて説明できる䠅

第　䠔回 スト䝺ス䠎䠄スト䝺ス応答について説明できる䠅

第　䠕回 スト䝺ス䠏䠄母子分離と幼少期スト䝺ス等について説明できる䠅

第䠍䠌回 スト䝺ス䠐䠄スト䝺スと加齢、肥満、䝯タボ䝸ックシ䞁ド䝻䞊䝮の関連性について説明できる䠅

第䠍䠍回 スト䝺ス䠑䠄論文紹介と討論䠖スト䝺スと睡眠、肥満、䝯タボ䝸ックシ䞁ド䝻䞊䝮の関連性について説明できる䠅

第䠍䠎回 スト䝺ス䠒䠄論文紹介と討論䠖スト䝺スと摂食行動、肥満、䝯タボ䝸ックシ䞁ド䝻䞊䝮の関連性について説明できる䠅

第䠍䠏回
肥満関連疾患と予防䞉治療䠍䠄肥満䞉䝯タボ䝸ックシ䞁ド䝻䞊䝮に対する漢方薬、生薬、健康食品の予
防䞉治療について説明できる䠅

第䠍䠐回
肥満関連疾患と予防䞉治療䠎䠄論文紹介と討論䠖肥満䞉䝯タボ䝸ックシ䞁ド䝻䞊䝮に対する漢方薬、生
薬、健康食品の予防䞉治療について説明できる䠅

第䠍䠑回
肥満関連疾患と予防䞉治療䠏䠄論文紹介と討論䠖肥満䞉䝯タボ䝸ックシ䞁ド䝻䞊䝮に対する漢方薬、生
薬、健康食品の予防䞉治療について説明できる䠅

教材 適宜、プ䝸䞁トを配布する

参考書 脳とホ䝹䝰䞁の行動学　近藤保彦ら編　西村書店、国内外の学術論文

評価方法 出席、発表、討論、䝺䝫䞊トなどを加味し、総合的に評価する

質問先 藤川隆彦　䠄䠑号館　䠏階　分子予防薬理学研究室䠄䠑䠏䠌䠔䠅䠅

注意事項

授業計画䠄シ䝷バス䠅

授業計画䠄到達目標䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 神経再生薬学特論

担当教員名 郡山　恵樹

開講期 前期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 2単位

学年 1䞉2年次

概要

基本的な脳の発生や細胞分化の基礎知識と、損傷後の細胞、組織および器官がどのような運
命をたどるのかを理解し、再生促進と機能回復を目指すための応用知識を修得する。授業を
通して、包括的な再生に必要な細胞生存䞉修復機構、エ䝢ジェネティクスな遺伝子表現機構、
再生阻害環境の克服と神経回路再建の䝯カニズ䝮を薬学的な観点から理解する。さらに䠡䠯細
胞䞉䡅䠬䠯細胞を使った再生戦略や創薬研究を学び、最新の神経修復䞉再生から回路再建と機
能修復の現状と課題を理解する。

一般目標 神経修復䞉再生の䝯カニズ䝮や現状を理解し薬学への応用を想起できる人材育成をする。

第　䠍回 神経再生薬学総論䠄薬学の観点から神経再生について概説できる䠅

第　䠎回 脳の発生䞉分化䠄脳の発生および分化の機序と再生の違いについて概説できる䠅

第　䠏回 神経細胞死の䝯カニズ䝮䠄神経細胞死の種類やその䝯カニズ䝮について概説できる䠅

第　䠐回 神経損傷と疾患䠄神経損傷および神経疾患について概説できる䠅

第　䠑回 神経細胞の分化とその制御䠄神経細胞の分化とその制御作用機構について概説できる䠅

第　䠒回 神経再生とエ䝢ジェネティクス䠄ク䝻䝬チ䞁修飾と遺伝子発現の調節と再生の関連について概説できる䠅

第　䠓回 末梢神経と中枢神経の再生䠄末梢と中枢における神経再生の相違を概説できる䠅　

第　䠔回 神経再生䝰デ䝹䠄神経再生の䝰デ䝹を列挙し、その内容について概説できる䠅

第　䠕回 神経再生阻害環境とその䝯カニズ䝮䠄神経再生阻害因子を列挙、概説できる䠅

第䠍䠌回 䠡䠯細胞䞉䡅䠬䠯細胞䠄幹細胞の種類やその具体的内容について概説できる䠅

第䠍䠍回 䡅䠬䠯細胞を用いた再生䞉創薬研究䠄iPS細胞を用いた再生や創薬研究について概説できる䠅

第䠍䠎回 神経修復䞉再生薬の探索䠄神経修復䞉再生機構に必要な化学物について概説できる䠅　

第䠍䠏回 中枢神経再生䝯カニズ䝮䠄神経再生の䝯カニズ䝮とその再生戦略について概説できる䠅

第䠍䠐回 神経回路再建と機能修復䠄神経回路再建と機能回復に必要な環境について概説できる䠅

第䠍䠑回 中枢神経再生の現状と課題䠄近年の神経再生の現状、またその課題を列挙䞉概説できる䠅

教材 講義の䝫イ䞁トをまとめた䝥䝸䞁トを配布する

参考書 「再生医療のための分子生物学」　仲野徹　コ䝻ナ社2006年

評価方法
講義への出席状況、講義中の質疑応答、講義終了後に提示する内容に関する䝺䝫䞊ト作成により講義
内容への理解度を評価する。

質問先 講義内容やその専門分野への質問は、担当教員への訪問や䝯䞊䝹で対応する。　

注意事項

授業計画䠄到達目標䠅

授業計画䠄シ䝷䝞ス䠅



㕥㮵医療科学大学䚷⸆学研究科䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 病態ゎ析䞉⸆効制御学演⩦

担当教員名 㣤田㟹彦䚸大倉一人䚸⸨川㝯彦䚸㒆山恵樹

㛤ㅮ期 後期䠄㝸年㛤ㅮ䠅

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 䠎単位

学年 䠍䞉䠎年次

概せ

䛜䜣䜔⪁年病䛺䛹䛾デ断治療䛻㛵䜟䜛画像デ断䚸病態䛻㛵㐃䛩䜛䝍䞁䝟䜽㉁性䞉㠀
䝍䞁䝟䜽㉁性因子䛾構㐀䛸機⬟䚸神経内分泌物㉁䛻䜘䜛恒常性䛾ㄪ節維持䚸神経䛾
再生䛻㛵䜟䜛因子䚸䜢主㢟䛸䛧䛶ウㄽ䛧専㛛的䛺知㆑䛸ㄽ理的䛺思⪃䜢㌟䛻䛴䛡
䜛䚹䚷䚷䠐名䛾担当教員䛜䜸䝮䝙䝞䝇方式䛷演⩦䜢⾜䛔䚸䛭䜜䛮䜜䛾主㢟䛻䛴䛔䛶学
⾡ㄽ文䜢用䛔䛶科学的䛻ㄽ旨䜢組䜏立䛶䜛力䛸䚸䝕䞊䝍䛻基䛵䛔䛶⪃察䛩䜛⬟力䜢
修得䛩䜛䚹䠄䜸䝮䝙䝞䝇方式㻛全㻝㻡回䠅

一⯡目標
効率的䛺疾患デ断法䛾㛤発䛚䜘䜃病態因子䛾ゎ析䚸神経生理䛾分子ゎ析䛻䛴䛔
䛶研究ィ画䛺䛹䜢策定䛷䛝䜛実力䜢䛴䛡䜛䚹

第䚷䠍回 病態画像デ断学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄定㔞ゎ析法䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

第䚷䠎回 病態画像デ断学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄䛜䜣デ断⸆剤䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

第䚷䠏回 病態画像デ断学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄⬻機⬟デ断⸆剤䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

第䚷䠐回 病態画像デ断学䛻㛵䛩䜛ㄽ文ㅮㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ

第䚷䠑回 ⸆効分子タィ学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄⸆効䛸分子構㐀䛾相㛵䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

第䚷䠒回 ⸆効分子タィ学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄䝍䞁䝟䜽㉁䛾機⬟䛸動的構㐀䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

第䚷䠓回 ⸆効分子タィ学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄細⬊溶ゎ因子䛾構㐀䛸機⬟䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾⩦得䠅

第䚷䠔回 ⸆効分子タィ学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄⸆効発現分子䛾タィ䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

第䚷䠕回 病態ゎ析䞉⸆効制御学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄神経内分泌学䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠍䠅

第䠍䠌回 病態ゎ析䞉⸆効制御学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄神経内分泌学䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠎䠅

第䠍䠍回 病態ゎ析䞉⸆効制御学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄神経内分泌学䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠏䠅

第䠍䠎回 神経内分泌学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄神経内分泌学䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

第䠍䠏回 神経再生⸆学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄神経再生⸆学䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠍䠅

第䠍䠐回 神経再生⸆学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄神経再生⸆学䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠎䠅

第䠍䠑回 神経再生⸆学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄神経再生⸆学䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠏䠅

教材 㐺宜㈨料䜢㓄付䛩䜛

参⪃書 使用䛧䛺䛔

ホ価方法
各ㄢ㢟研究䛷得䜙䜜䛯成果䜢学会等䛷発⾲䛧専㛛家䛾ホ価䜢受䛡䚸䜎䛯䚸目標䛸䛩䜛病態䛾
デ断䜔ゎ析䚸⸆効制御䚸神経⸆理䛺䛹䛻䛴䛔䛶䛾研究実施䛻必せ䛺具体的ィ画䜔方法䜢策
定䛷䛝䜛実力䛾修得度䜢各担当教員䛜ホ価䛩䜛䚹

㉁問先 演⩦担当教員䠄㣤田㟹彦䚸大倉一人䚸⸨川㝯彦䚸㒆山恵樹䠅

注意事㡯

授業ィ画䠄到㐩目標䠅

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 急性期薬物治療管理学特論

担当教員名 大井　一弥

開講期 前期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 2単位

学年 䠍䞉䠎年次

概要

近年、患者が急変する急性期医療に薬剤師が関わるための、薬物療法に関する知識や技能
が求められている。本特論では、特に震災時に頻発するク䝷ッシ䝳症候群に代表的な循環不
全や腎不全など全身的な異常を呈する病態を理解し、シ䝵ックを改善する輸液療法や新たな
治療法を解説する。また、臨床現場における薬剤投与後の䝞イタ䝹変化を高機能シ䝭䝳䝺䞊タ
に反映させ、投与量の妥当性について検討する。さらには、高齢者などその䝷イ䝣ス䝔䞊ジに
おける使用を避けるべき薬剤を総括し、その代替薬の可能性について議論する。

一般目標 生理機能の加齢変化を考慮した急性期薬物治療管理を習得する

第　䠍回 高齢者の生理機能Ⅰ䠄運動䞉精神機能の加齢変化について理解する䠅

第　䠎回 高齢者の生理機能Ⅱ䠄心血管䞉代謝の加齢変化について理解する䠅

第　䠏回 受講生による論文紹介と討論䠄高齢者の生理機能の特性を理解する䠅

第　䠐回 老年症候群Ⅰ䠄転倒䞉骨折の要因について理解する䠅

第　䠑回 老年症候群Ⅱ䠄褥瘡など皮膚疾患について理解する䠅

第　䠒回 老年症候群Ⅲ䠄食欲低下䞉低栄養について理解する䠅

第　䠓回 老年症候群Ⅳ䠄精神䞉神経疾患について理解する䠅

第　䠔回 受講生による論文紹介と討論䠄老年症候群の特性について理解する䠅

第　䠕回 急性期の䝣ィジカ䝹アセス䝯䞁䝖と高齢者の特徴について理解する

第䠍䠌回 受講生による論文紹介と討論䠄䝷イ䝣ス䝔䞊ジに応じた䝣ィジカ䝹アセス䝯䞁䝖について理解する䠅

第䠍䠍回 高齢者の急性期疾患の薬物治療管理について理解する

第䠍䠎回 高齢者の臓器不全䠄心䞉腎䠅の薬物治療管理について理解する

第䠍䠏回 高齢者の臓器不全䠄肺䞉呼吸器䠅の薬物治療管理について理解する

第䠍䠐回 高齢者の加齢変化と急性期薬物治療の注意点について理解する

第䠍䠑回 受講生による論文紹介と討論䠄高齢者の薬物治療管理について総括できる䠅

教材 適宜䝥䝸䞁䝖を配布する

参考書 これからの高齢者医療　内科12.2011　南江堂

評価方法 発表内容、討論内容により評価する。

質問先 臨床薬理学研究室(1号館1507室䠅

注意事項

授業計画䠄シ䝷䝞ス䠅

授業計画䠄到達目標䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻（博士課程䠐年制）

科目名 生体分子解析学特論

担当教員名 定金　豊

開講期 前期　（隔年開講）

必修/選択 選択

単位数 䠎単位

学年 䠍・䠎年次　

概要

老化にともない生命機能を担う分子が変化し様々な疾病を引き起こす。特に脳内で起こる分子変化（老化）は神
経を変性させ、アルツハイマー病を代表とする認知症、クロイツフェルト・ヤコブ病など、重大な疾病の原因となっ
ている。本特論では、神経変性疾患と生体分子の老化との関係を総論するとともに、様々な生体分子の微少な構
造変化を分析する技術やそれら分子の相互作用を解析する技術を学び、認知症を代表とする神経変性疾患の
予防および診断法への展開について講述する。薬物治療を設計するために、これら分子老化の情報をどのように
利用するべきか議論する。

一般目標 神経変性疾患に関する最新の知見を統括し、分析、診断法について説明できる。

第　䠍回 神経変性疾患䠍:　（神経変性疾患の概要が説明できる。）

第　䠎回 神経変性疾患䠎:　（代表的な神経変性疾患について説明できる。）

第　䠏回 受講生による論文紹介と討論Ⅰ:　（神経変性疾患の最新情報について説明できる。）

第　䠐回 生体分子の老化と分析法䠍:　（生体分子の老化について分子レベルで説明できる。）

第　䠑回 生体分子の老化と分析法䠎:　（生体分子の老化の分析法の概要について説明できる。）

第　䠒回 受講生による論文紹介と討論Ⅱ:  （生体分子の老化と機能について説明できる。）

第　䠓回 相互作用の解析法䠍:　（生体分子の相互作用の概要について説明できる。）

第　䠔回 相互作用の解析法䠎:　（生体分子の相互作用解析の方法について説明できる。）

第　䠕回 受講生による論文紹介と討論Ⅲ:　 （相互作用解析の問題点と解決法について説明できる。）

第䠍䠌回 受講生による論文紹介と討論Ⅳ:　 （相互作用解析の最新情報について説明できる。）

第䠍䠍回 臨床への応用䠍:　（神経変性疾患と生体分子の老化との関係について説明できる。）

第䠍䠎回 臨床への応用䠎:　 （神経変性疾患に関わる分子の相互作用解析について説明できる。）

第䠍䠏回 受講生による論文紹介と討論Ⅴ:　（神経変性疾患と生体分子の老化に関する最新情報について説明できる。）

第䠍䠐回 受講生による論文紹介と討論Ⅵ:　（神経変性疾患関連分子の相互作用解析の最新情報について説明できる。）

第䠍䠑回 総括と発展 :　 （薬物治療設計の観点で臨床への応用が提案できる。）

教材 適宜配布する。

参考書 特に指定しない。自ら収集する。

評価方法
講義へ取り組む姿勢やプレゼンテーション力（䠒䠌％）と
課題レポートの内容（䠐䠌％）で評価する。

質問先 医薬品分析学研究室（䠑号館3階5313）

注意事項

授業計画（シラバス）

授業計画（到達目標）



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 感染制御学特論

担当教員名 中山　浩伸

開講期 前期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 2単位

学年 1䞉2年次

概要

感染制御およびそれに基づく治療設計を考える上で重要となる、医療関連感染に関連した微生物の知
識、主要な感染症の概要、治療薬および消毒薬の適正使用、感染拡大防止対策の検討などについて基
礎的および応用的知識をに見つけるとともに感染症の診断䞉治療䞉予防に関する総合的な対応能力を有
する専門的知識の習得を目指す。さらに、文献を通じて日本のみならず、世界の感染症の現状とその治
療法開発について学び、発表及び討論を行う。

一般目標
感染症とその治療法、感染制御に関する講義および演習を通じ、感染症を統合的に理解し、感染症の制
御䞉治療設計など医学薬学領域で応用できる知識を構築する。さらには、医薬品開発に発展できる知識
の修得を目標とする。

第　䠍回 世界の感染症の現状䠄世界の感染症の現状を理解する䠅

第　䠎回 感染症病原体䠖細菌　䠄感染症を引きおこす細菌について理解する䠅

第　䠏回 感染症病原体䠖真菌䞉寄生虫䞉原虫䠄感染症を引きおこす真菌䞉寄生虫䞉原虫について理解する䠅

第　䠐回 感染症病原体䠖ウイ䝹䝇　　䠄感染症を引きおこすウイ䝹䝇について理解する䠅

第　䠑回 感染症の診断法　　䠄感染症の診断法について理解する䠅

第　䠒回 感染症発症䝯䜹䝙䝈䝮　䠄感染症発症の䝯䜹䝙䝈䝮について理解する䠅

第　䠓回
感染制御の考え方䠄感染制御の基本的考え方、医療関連感染の発生要因、感染経路、病原性微生物の
感染拡大措置の方法を理解する䠅

第　䠔回 消毒と滅菌䠄滅菌の種類と特徴、消毒薬の分類および種類、各消毒薬の特徴と留意点を理解する䠅

第　䠕回 化学療法䠖抗菌薬総論䠄各種抗菌薬の特徴代表的な抗菌薬の耐性菌について理解する䠅

第䠍䠌回
化学療法䠖抗真菌薬総論䠄各種抗真菌䞉抗寄生虫薬の特徴代表的な抗真菌䞉抗寄生虫薬の耐性菌につ
いて理解する䠅

第䠍䠍回
化学療法䠖抗ウイ䝹䝇薬総論䠄各種抗ウイ䝹䝇薬の特徴代表的な抗菌薬の耐性ウイ䝹䝇について理解す
る䠅

第䠍䠎回 病原微生物治療の耐性菌発現機序䠄各種病原微生物治療薬の耐性菌発現機序を理解する䠅

第䠍䠏回 病原微生物治療の副作用䠄各種病原微生物治療薬の副作用都その対処法を理解する䠅

第䠍䠐回
抗菌薬䞉抗真菌薬のPK/PDおよびTDM䠄代表的な抗菌薬䞉抗真菌薬体内動態と薬力学に基づく投与計
画および血中濃度䝰䝙䝍䝸䞁䜾について理解する䠅

第䠍䠑回
䝃䞊䝧イ䝷䞁䝇および感染情報の収集法䠄感染防止に関連した䝃䞊䝧イ䝷䞁䝇の意義と手法、および、国
内外の感染情報の検索および収集方法について理解する䠅

教材 適宜、䝥䝸䞁䝖および英語論文を配布する。

参考書 適宜英語原著論文および本を紹介する

評価方法 出席率および䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁、質疑応答などにを基に評価する。

質問先 医薬品開発学研究室䠄5号館3階5303室䠅

注意事項

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅

授業計画䠄到達目標䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 免疫制御薬学特論

担当教員名 西田　圭吾

開講期 後期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 䠎単位

学年 䠍年次

概要

花粉症䛺䛹䛻代表さ䜜䜛䜰䝺䝹䜼䞊疾患䛿日本䜢䛿じ䜑䛸す䜛先進国䛷、約30䠂䛾国民が罹
患し䛶お䜚、免疫䝅䝇䝔䝮が関与し䛶い䜛過敏症䛷あ䜛。こ䜜䜙䛾発症機序及䜃、そ䛾最先端
䛾治療法䜢理解す䜛こ䛸䛿、今後䛾高度専門知識䜢有す䜛薬剤師育成䛻おい䛶重要䛷あ䜛。
本特論䛷䛿免疫䝅䝇䝔䝮䛾破綻䛻䜘っ䛶生ず䜛䜰䝺䝹䜼䞊、自己免疫疾患、感染症䛺䛹䛾免
疫関連疾患䛾発症機序及䜃最先端䛾治療法䜢解説す䜛。䜎た、医療現場䛷曹禺す䜛薬物䜰
䝺䝹䜼䞊䛺䛹䛾弊害䛻対し䛶、臨床現場䛾医療従事者䛸協力し䛶、対応䛷き䜛知識䛾養成䜢
行う。

一般目標
免疫䝅䝇䝔䝮䛾破綻䛻䜘っ䛶生じ䜛免疫疾患䛻関す䜛理解䜢深䜑䠈そ䛾発症機序䛸最先端治
療法䛾理解䜢目指す。

第　䠍回 自然免疫反応䛻関与す䜛細胞群䛸分子䠄自然免疫反応䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第　䠎回 獲得免疫反応䛻関与す䜛細胞群䛸分子䠘T細胞䜢中心䛸し䛶䠚䠄獲得免疫反応、特䛻T細胞䛾役割䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第　䠏回 獲得免疫反応䛻関与す䜛細胞群䛸分子䠘T細胞䜢中心䛸し䛶䠚䠄獲得免疫反応、特䛻B細胞䛾役割䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第　䠐回 免疫寛容䠄免疫寛容䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第　䠑回 䜰䝺䝹䜼䞊疾患発症機序䠄SJS䛺䛹䛾代表的䛺䜰䝺䝹䜼䞊疾患発症機序䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第　䠒回 感染症䠄感染症䛸そ䛾免疫䛾回避機構䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第　䠓回 免疫不全症候群疾患発症機序䠄重症複合型免疫不全症䛺䛹䛾免疫不全症候群疾患機序䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第　䠔回 自己免疫疾患発症機序䠄間接䝸䜴䝬䝏䛺䛹䛾自己免疫疾患発症機序䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第　䠕回 臓器移植䛸免疫反応䠄拒絶反応、免疫抑制剤䛾作用機序䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第䠍䠌回 免疫賦活療法䛸䝽䜽䝏䞁䠄免疫賦活療法䛸䝽䜽䝏䞁䛾仕組䜏䛻つい䛶概説䛷き䜛䠅

第䠍䠍回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䛸討論Ⅰ䠄免疫学䛻関連す䜛最新䛾論文䛻つい䛶紹介䠈討論す䜛。䠅

第䠍䠎回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䛸討論Ⅱ䠄免疫学䛻関連す䜛最新䛾論文䛻つい䛶紹介䠈討論す䜛。䠅

第䠍䠏回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䛸討論Ⅲ䠄免疫学䛻関連す䜛最新䛾論文䛻つい䛶紹介䠈討論す䜛。䠅

第䠍䠐回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䛸討論Ⅳ䠄免疫学䛻関連す䜛最新䛾論文䛻つい䛶紹介䠈討論す䜛。䠅

第䠍䠑回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䛸討論Ⅴ䠄免疫学䛻関連す䜛最新䛾論文䛻つい䛶紹介䠈討論す䜛。䠅

教材 䝇䝷䜲䝗䠈䝥䝸䞁䝖

参考書

䠍、「䜹䝷䞊図説 免疫 -感染症䛸炎症性疾患䛻おけ䜛免疫応答」䠄䝯䝕䜱䜹䝹䞉䝃䜲䜶䞁䝇䞉䜲䞁䝍䞊䝘䝅䝵
䝘䝹䠅、定価䠄本体䠅䠖8,000円
䠎、「免疫生物学」䠄南江堂䠅、定価䠄本体䠅䠖8,300円
䠏、䜶䝑䝉䞁䝅䝱䝹免疫学䠄䝯䝕䜱䜹䝹䞉䝃䜲䜶䞁䝇䞉䜲䞁䝍䞊䝘䝅䝵䝘䝹䠅、定価䠄本体䠅䠖6,400円
䠐、免疫学䜲䝷䝇䝖䝺䜲䝔䝑䝗䠄南江堂䠅、定価䠄本体䠅䠖7,000円

評価方法 出席、受講態度、発表内容、討論内容、䝺䝫䞊䝖䛺䛹講義内容䛾理解度䜢総合的䛻評価す䜛。

質問先 免疫制御学研究室䠄5312䠅

注意事項
進捗状況䛻䜘っ䛶、講義内容䛻変更が生じ䜛場合があ䜚䜎す。そ䛾際䛿適宜変更内容䛻つい䛶連絡い
たし䜎す。

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅

授業計画䠄到達目標䠅



㕥㮵医療科学大学䚷⸆学研究科䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 ⸆物治療タィ䞉管理学演習

担当教員名 大井䚷一弥䚸中山䚷浩伸䚸定㔠䚷㇏䚸す田䚷圭吾

㛤ㅮ期 後期䠄㝸年㛤ㅮ䠅

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 䠎単位

学年 䠍年次

概せ

㏆年䚸⸆物治療法䛜㐍展䛩䜛一方䛷䚸副作用発現䛾報告䜒多䛟䚸䛭䜜䜙䜢未然䛻㜵
䛠䛯䜑䛻䚸病態ゎ析䛛䜙⸆物治療䛻⮳䜛䜎䛷䚸生物的䞉化学的䛻基䛵䛟専㛛的䛛䛴
ㄽ理的䛺思考䜢㌟䛻付䛡䜛必せ䛜䛒䜛䚹本演習䛷䛿䚸㻠名䛾担当教員䛜䜸䝮䝙䝞䝇
方式䛷⾜䛔䚸䛭䜜䛮䜜䛾主㢟䛻䛴䛔䛶主䛻学⾡ㄽ文䜢㢟材䛸䛧䚸⸆学研究者䛻必せ
䛺ㄽ理構成䜔考察⬟力䜢習得䛩䜛䚹䠄䜸䝮䝙䝞䝇方式㻛全㻝㻡回䠅

一⯡目標 ⸆物治療タィ䞉管理学䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䜢修得䛩䜛

第䚷䠍回 㻌⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄慢性期⸆物治療䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅㻛大井一弥

第䚷䠎回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄㧗㱋者⸆物治療䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅㻛大井一弥

第䚷䠏回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄多剤併用療法䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅㻛大井一弥

第䚷䠐回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ㄽ文㉎ㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ㻛大井一弥䞉他

第䚷䠑回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄病原微生物治療䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅㻛中山浩伸

第䚷䠒回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄病原微生物治療䛾耐性䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅㻛中山浩伸

第䚷䠓回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄病原微生物治療䛾副作用䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅㻛中山浩伸

第䚷䠔回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ㄽ文ㅮㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ㻛中山浩伸䞉他

第䚷䠕回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄生体分子䛾老化䛸ゎ析䛻㛵䛩䜛知㆑䛾習得䠅䠋定㔠㇏

第䠍䠌回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄生体分子䛾老化䛸管理䛻㛵䛩䜛知㆑䛾習得䠅䠋定㔠㇏

第䠍䠍回
⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄生体分子䛾老化䛸ゎ析䞉管理技⾡䛾具体例䛻㛵䛩䜛知㆑䛾習
得䠅䠋定㔠㇏

第䠍䠎回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ㄽ文ㅮㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ䠋定㔠㇏䞉他

第䠍䠏回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄免疫䞉䜰䝺䝹䜼䞊疾患治療䛻㛵䛩䜛知㆑䛾習得䠅䠋す田圭吾

第䠍䠐回
⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄免疫䞉䜰䝺䝹䜼䞊疾患治療⸆䛾副作用䛻㛵䛩䜛知㆑䛾習得䠅䠋
す田圭吾

第䠍䠑回 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛ㄽ文ㅮㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ䠋す田圭吾䞉他

教材 ⸆物治療学䛻㛵䛩䜛学⾡ㄽ文䚸成書䚸䛚䜘䜃䝇䝷䜲䝗䜢用䛔䜛䚹

参考書 䛺䛧

ホ価方法
担当教員䛜ウㄽ䛾内容䜢㋃䜎䛘䚸研究ィ画䜔方法䛺䛹䜢立案䛷䛝䜛実力䛾修得度䛻䛴䛔䛶
ホ価䛩䜛

㉁問先 大井研究室䠄㻝㻡㻜㻣室䠅䚸中山研究室䠄㻡㻟㻜㻟室䠅䚸定㔠研究室䠄㻡㻞㻝㻝室䠅䚸す田研究室䠄㻡㻟㻝㻞室䠅

注意事㡯 各担当教員䛾指示䛻従䛖

授業ィ画䠄到㐩目標䠅

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療⛉学大学䚷⸆学研✲⛉䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ⛬䠐年制䠅

⛉目名 抗⾑栓⸆㛤発学特ㄽ

担当教員名 㕥木宏治

㛤ㅮ期 前期

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 㻞単位

学年 䠍年次

概せ

我䛜国䜢䛿䛨䜑䛸䛩䜛先㐍国䛷䛿䚸心➽梗塞䚸⬻梗塞䛺䛹䛾⾑栓症䛿䚸癌䛸並䜆䠎大
死因䛷䛒䜚䚸例䛘死䛻⮳䜙䛺䛔場合䛷䜒発症後䛾㻽㻻㻸䛿極䜑䛶不Ⰻ䛷䛒䜛䚹従䛜䛳
䛶䚸⾑栓症䜢㐺切䛻治療䛧䚸䜎䛯⾑栓症䛾発症䜢効果的䛻予㜵䛷䛝䜛抗⾑栓⸆䛾㛤
発䛿極䜑䛶㔜せ䛷䛒䜛䚹本特ㄽ䛷䛿䚸㑇伝性䛺䜙䜃䛻後天性䛾原因䛷発症䛩䜛各✀
出⾑症䜔⾑栓症䛾分子病態䜢理ゎ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸治療䜔予㜵䛻用䛔䜛⸆物䛾構㐀䛸
作用機構䚸効⬟䚸副作用䛺䛹䚸治療⸆䛾㛤発䛻㛵䛩䜛最新䛾基♏的䚸⮫床的䛺研✲
成果䛻䛴䛔䛶学䜆䚹

一⯡目標 出⾑症䜔⾑栓症䛾分子病態䜢理ゎ䛧䚸䛭䛾治療⸆䛸予㜵⸆䛾㛤発事例䜢学䜆䚹

➨䚷䠍回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑⟶内皮䛾構㐀䛸生理機⬟䜢理ゎ䛩䜛䠅

➨䚷䠎回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑⟶内皮䛾病態䛸機⬟変異䜢理ゎ䛩䜛䠅

➨䚷䠏回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑⟶内皮㞀害䛻基䛵䛟出⾑症䛸⾑栓症䜢理ゎ䛩䜛䠅

➨䚷䠐回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑小板䛾構㐀䛸生理的役割䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

➨䚷䠑回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑小板䛾構㐀䛸機⬟㞀害䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

➨䚷䠒回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑小板㛵㐃性疾患䛸治療⸆䚸予㜵⸆䜢理ゎ䛩䜛䠅

➨䚷䠓回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑液凝固機構䜢理ゎ䛩䜛䠅

➨䚷䠔回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑液凝固機構䛾破⥢䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

➨䚷䠕回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑液凝固制御機構䜢理ゎ䛩䜛䠅

➨䠍䠌回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑液凝固制御機構䛾破⥢䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

➨䠍䠍回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑液凝固異常症䛾治療⸆䛺䛹䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

➨䠍䠎回
受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄⾑液凝固制御異常症䛾治療⸆䛺䛹䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩
䜛䠅

➨䠍䠏回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄播✀性⾑⟶内凝固症候⩌䠄㻰㻵㻯䠅䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

➨䠍䠐回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄㻰㻵㻯䛸㛵㐃疾患䛾治療⸆䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䠅

➨䠍䠑回
受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文⤂介䛸ウㄽ䠄出⾑性疾患䛸⾑栓性疾患䛾治療⸆䞉予㜵⸆㛤発䛾⥲
括䠅

教材 外国ㄒㄽ文䜢㓄布䛩䜛䚹

参⪃書 使用䛧䛺䛔䚹

ホ価方法
ㄢ䛫䜙䜜䛯外国ㄒㄽ文䛾内容䛻䛴䛔䛶䚸受ㅮ生䛻䜘䜛ゎㄝ䛸ウㄽ䜈䛾✚極的㛵与
䛾⛬度䛻䛴䛔䛶ホ価䛩䜛䚹

㉁問先 㕥木宏治䠄㻝㻡㻜㻤室䠅

注意事㡯

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅

授業ィ画䠄到㐩目標䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 食品生化学特論

担当教員名 佐藤英介

開講期 後期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 2単位

学年 1年次

概要

食品は必須の栄養素䜢供給するが、そ䜜だけでは説明できない生理調節機能䠄三次機能䠅が
ある。例えば、赤䝽䜲䞁の䝫䝸䝣䜵䝜䞊䝹には抗酸化機能などがあることが知ら䜜、䝣䝺䞁䝏䝟䝷
䝗䝑䜽䝇とい䜟䜜ている。本講義では、食品中に含ま䜜る健康の維持䞉増進に役立つ各種成分
䠄機能性食品成分䠅について説明する。さらに食品衛生学の観点からの講義も行う。このような
機能性食品成分の生体調節作用䜢理解することによって、食生活の改善が疾病予防や健康増
進に重要な役割䜢果たすこと䜢学習する。さらに、そ䜜ら䜢利用した生化学的䜰䝥䝻䞊䝏と医薬
品開発について学習する。さらに、文献䜢通じて機能食品とその医薬品開発について学び、発
表及び討論䜢行う。

一般目標
食品機能および食品衛生、食品生化学に関する講義および演習䜢通じ、生化学と栄養学䜢統
合的に理解し、医学薬学領域で応用できる知識䜢構築し、医薬品開発に発展できる知識の修
得䜢目標とする。

第　䠍回 序論および食品機能成分探索方法䠖食品機能成分探索方法䜢説明できる

第　䠎回 生活習慣病予防䠖食習慣䠈運動習慣䠈喫煙習慣などと生活習慣病䝸䝇䜽䜢説明できる

第　䠏回 食品成分の機能 抗酸化機能䜢示す食品成分䠖抗酸化機能䜢示す食品成分䜢説明できる

第　䠐回
が䜣増殖䞉転移抑制に関する食品機能成分䠖が䜣増殖䞉転移抑制に関する食品機能成分䜢説
明できる

第　䠑回
食品成分の機能 糖質の消化䞉吸収抑制機能䜢示す食品成分と血糖値上昇抑制䠖糖質の消化䞉
吸収抑制機能䜢示す食品成分と血糖値上昇抑制䜢説明できる

第　䠒回 活性酸素代謝と癌䠖機能性食品成分の活性酸素代謝と癌化䜢説明できる

第　䠓回 活性酸素代謝と老化䠖機能性食品成分の活性酸素代謝と老化䜢説明できる

第　䠔回 機能性食品の開発䠖機能性食品の開発について説明できる

第　䠕回 機能性食品の医薬品への応用䠖機能性食品の医薬品への応用䜢説明できる

第䠍䠌回 高齢不妊における機能性食品の応用䠖高齢不妊に応用できる機能性食品䜢説明できる。

第䠍䠍回 食品の衛生䠖微生物と食品衛生との関連䜢説明できる。

第䠍䠎回 食品の衛生䠖内分泌攪乱物質と食品衛生との関連䜢説明できる。

第䠍䠏回 機能性食品の開発の実際䠖野菜成分からの抗疲労䝆䝳䞊䝇の開発の例

第䠍䠐回 機能性食品とその開発䠖機能性食品とその開発についての䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁ができる

第䠍䠑回 機能性食品とその開発䠖機能性食品とその開発についての䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁ができる

教材 適宜、䝥䝸䞁䝖および英語論文䜢配布する。

参考書 適宜英語原著および本䜢紹介する

評価方法 䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁、質疑応答、䝺䝫䞊䝖などに䜢基に総合的に評価する

質問先 医化学研究室䠄5号館3階5309室䠅

注意事項

授業計画䠄到達目標䠅

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 抗体医薬品開発学特論

担当教員名 田口博明

開講期 後期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 2単位

学年 1年次

概要

近年、抗体医薬品は、抗䝸ウ䝬チ薬や抗がん薬として非常に高い評価を得ており、全医薬品に占めるその割合は
年々増加している。抗体医薬の特徴は、抗原に対する高い親和性と特異性であり、この特徴により副作用が少なく
治療効果が高いことが期待されている。本特論では、現在の薬物治療の中心である低分子医薬品と抗体医薬品と
の違い、最新の抗体改変技術を用いたがんや神経変性疾患䠄ア䝹䝒䝝イ䝬䞊病など䠅をタ䞊ゲッ䝖とした抗体医薬品
について理解を深める。さらに、抗体医薬品が直面している課題や今後の医療における抗体医薬品のありかたにつ
いて、最近の知見や研究成果を交えながら解説する。

一般目標
これらの学習を通し、抗体医薬に関する基本的な知識、抗体医薬がかかえる問題点等を学び、抗体医薬について
総合的に考えることができる素養を身につけることを目標とする。

第　䠍回 生物学的製剤と抗体医薬品䠄生物学的製剤と抗体医薬品について概説できる䠅

第　䠎回 抗体医薬品の生産䠄抗体医薬品の生産について概説できる䠅

第　䠏回 次世代抗体医薬品開発の技術䠄次世代抗体医薬品開発の技術について概説できる䠅

第　䠐回 次世代抗体医薬品開発の戦略䠄次世代抗体医薬品開発の戦略について概説できる䠅

第　䠑回 がん治療における抗体医薬品Ⅰ䠄がん治療における抗体医薬品について概説できる䠅

第　䠒回 がん治療における抗体医薬品Ⅱ䠄がん治療における抗体医薬品について概説できる䠅

第　䠓回 自己免疫疾患治療における抗体医薬品Ⅰ䠄自己免疫疾患治療における抗体医薬品について概説できる䠅

第　䠔回 自己免疫疾患治療における抗体医薬品Ⅱ䠄自己免疫疾患治療における抗体医薬品について概説できる䠅

第　䠕回 中枢神経系疾患治療における抗体医薬品䠄中枢神経系疾患治療における抗体医薬品について概説できる䠅

第䠍䠌回 感染症治療における抗体医薬品䠄感染症治療における抗体医薬品について概説できる䠅

第䠍䠍回 受講生による論文紹介と討論Ⅰ䠄抗体医薬品の開発に関連する近年の論文について紹介䠈討論する。䠅

第䠍䠎回 受講生による論文紹介と討論Ⅱ䠄抗体医薬品の開発に関連する近年の論文について紹介䠈討論する。䠅

第䠍䠏回 受講生による論文紹介と討論Ⅲ䠄抗体医薬品の開発に関連する近年の論文について紹介䠈討論する。䠅

第䠍䠐回 受講生による論文紹介と討論Ⅳ䠄抗体医薬品の開発に関連する近年の論文について紹介䠈討論する。䠅

第䠍䠑回 受講生による論文紹介と討論Ⅴ䠄抗体医薬品の開発に関連する近年の論文について紹介䠈討論する。䠅

教材 ス䝷イ䝗䠈䝥䝸䞁䝖

参考書 適宜紹介する

評価方法 出席、受講態度、発表内容、討論内容、䝺䝫䞊䝖などにより総合的に評価する

質問先 5号館2階　薬品化学研究室䠄5209室䠅、毎週金曜日17-18時

注意事項 常に科学に対してのア䞁䝔䝘を張り巡らせ䠈新しい知識を貪欲に吸収すること。

授業計画䠄到達目標䠅

授業計画䠄シ䝷䝞ス䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 含金属医薬品開発学特論

担当教員名 米田誠治

開講期 前期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 2単位

学年 䠍年次

概要

現在承認されている医薬品のほとんどは有機化合物に由来するものであるが、白金抗がん薬や金抗䝸
ウ䝬チ薬など、遷移金属元素を分子内に有する含金属化合物も、臨床では欠かせない薬剤として広く
用いられている。また、䝹テニウ䝮化合物が、がんの転位抑制剤として治験中であるなど、今後も含金属
化合物が患者のQOLを向上させる画期的な新薬として開発される可能性が高い。本特論では、含金属
医薬品や医薬品候補化合物の端緒、合成法、薬効䝯カニズ䝮および副作用軽減を目的とした創薬ア䝥
䝻䞊チについて学習する。

一般目標 含金属医薬品に対する理解を深め、金属を用いた創薬研究に関する知見を修得する。

第　䠍回 含金属医薬品の歴史䠄代表的な含金属医薬品の端緒䞉効果䞉副作用を列挙できる䠅

第　䠎回 含金属医薬品Ⅰ䠄含金属医薬品の作用機序を説明できる䠅

第　䠏回 含金属医薬品Ⅱ䠄含金属医薬品の作用機序を説明できる䠅

第　䠐回 含金属医薬品Ⅲ䠄含金属医薬品の作用機序を説明できる䠅

第　䠑回 受講生による論文紹介䠄含金属医薬品に関する近年の論文について報告、議論ができる䠅

第　䠒回 受講生による論文紹介䠄含金属医薬品に関する近年の論文について報告、議論ができる䠅

第　䠓回 受講生による論文紹介䠄含金属医薬品に関する近年の論文について報告、議論ができる䠅

第　䠔回 受講生による論文紹介䠄含金属医薬品に関する近年の論文について報告、議論ができる䠅

第　䠕回 含金属化合物Ⅰ䠄今後臨床応用が期待される含金属化合物の特徴を説明できる䠅

第䠍䠌回 含金属化合物Ⅱ䠄今後臨床応用が期待される含金属化合物の特徴を説明できる䠅

第䠍䠍回 含金属化合物Ⅲ䠄今後臨床応用が期待される含金属化合物の特徴を説明できる䠅

第䠍䠎回 受講生による論文紹介䠄薬理活性を有する含金属化合物の最新の知見を報告できる䠅

第䠍䠏回 受講生による論文紹介䠄薬理活性を有する含金属化合物の最新の知見を報告できる䠅

第䠍䠐回 受講生による論文紹介䠄薬理活性を有する含金属化合物の最新の知見を報告できる䠅

第䠍䠑回 受講生による論文紹介䠄薬理活性を有する含金属化合物の最新の知見を報告できる䠅

教材 配付䝥䝸䞁ト

参考書 「生命錯体無機化学のサブノ䞊ト」　廣田俊　安井裕之　䠄京都廣川書店䠅

評価方法 授業態度および䝥䝺ゼ䞁テ䞊シ䝵䞁能力。

質問先 物理系薬学　機器分析学研究室䠄5213䠅 059-340-0581　

注意事項

授業計画䠄到達目標䠅

授業計画䠄シ䝷バス䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 医薬品解析䞉㛤発学演習

担当教員名 㕥木宏治䚸佐藤英介䚸田口博明䚸米田ㄔ治

㛤ㅮ期 後期䠄㝸年㛤ㅮ䠅

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 㻞単位

学年 䠍䚸䠎年次

概要

抗血栓性薬品䚸抗体医薬品䚸含㔠属医薬品䜢中心䛸䛩䜛医薬品䜔機能性㣗品含有
成分䛾解析䛸㛤発䛻㛵䛩䜛最先端䛾研究成果䛻䛴䛔䛶䚸国㝿一流㞧ㄅ䜔専㛛㞧ㄅ
䛖䜔専㛛㞧ㄅ䛾ㄽ文䜢熟ㄞ䛧䚸討ㄽ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸当ヱ分㔝䛾最新䛾専㛛知㆑䜢
修得䛩䜛䚹䜎䛯䚸各ㄢ㢟研究䛷得䜙䜜䛯成果䜢専㛛㡿域䛾学会等䛷発表䛧䚸討ㄽ䛩
䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸研究成果䛾新規性䜔薬学的意義䞉社会的意義䜢理解䛧䚸目標䛸䛩䜛医
薬品䜔機能性㣗品䛾解析䛸㛤発䛻必要䛺具体的䛺研究計画䞉方法䜢策定䛷䛝䜛実
力䜢㣴成䛩䜛䚹䠄䜸䝮䝙䝞䝇方式㻛全䠍䠑回䠅

一般目標 医薬品䜔健康㣗品䛺䛹䛾解析䛸㛤発䛻㛵䛩䜛研究計画䛺䛹䜢策定䛷䛝䜛実力䜢䛴䛡䜛䚹

第䚷䠍回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄抗血栓薬㛤発手法䛾修得㻙㻝䠅

第䚷䠎回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄抗血栓薬㛤発手法䛾修得㻙㻞䠅

第䚷䠏回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄抗血栓薬㛤発手法䛾修得㻙㻟䠅

第䚷䠐回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄抗血栓薬㛤発手法䛾修得㻙㻠䠅

第䚷䠑回 機能性㣗品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄機能性㣗品㛤発手法䛾修得㻙㻝䠅

第䚷䠒回 機能性㣗品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄機能性㣗品㛤発手法䛾修得㻙㻞䠅

第䚷䠓回 機能性㣗品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄機能性㣗品㛤発手法䛾修得㻙㻟䠅

第䚷䠔回 機能性㣗品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄機能性㣗品㛤発手法䛾修得㻙㻠䠅

第䚷䠕回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄抗体医薬品㛤発手法䛾修得㻙䠍䠅

第䠍䠌回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄抗体医薬品㛤発手法䛾修得㻙㻞䠅

第䠍䠍回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄抗体医薬品㛤発手法䛾修得㻙㻟䠅

第䠍䠎回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄抗体医薬品㛤発手法䛾修得㻙㻠䠅

第䠍䠏回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄含㔠属医薬品㛤発手法䛾修得㻙㻝䠅

第䠍䠐回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄含㔠属医薬品㛤発手法䛾修得㻙㻞䠅

第䠍䠑回 医薬品等䛾解析䞉㛤発䛻㛵䛩䜛討ㄽ㻌䠄含㔠属医薬品㛤発手法䛾修得㻙㻟䠅

教材 国内外䛾医薬品䞉機能性㣗品等䛾㛤発䛻㛵䛩䜛学術ㄽ文䚸特許㈨料䛺䛹

参考書 使用䛧䛺䛔䚹

評価方法
各ㄢ㢟研究䛷得䜙䜜䛯成果䜢専㛛㡿域䛾学会等䛷発表䛧䚸専㛛家䛾評価䜢仰䛠䛸䛸䜒䛻䚸
目標䛸䛩䜛医薬品䞉機能性㣗品等䛾㛤発䛻必要䛺具体的䛺研究計画䞉方法䜢策定䛷䛝䜛実力
䛾修得度䛻䛴䛔䛶各担当教員等䛜評価䛩䜛䚹

㉁問先 演習担当教員䠄㕥木宏治䚸佐藤英介䚸田口博明䚸米田ㄔ治䠅

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅

授業計画䠄到㐩目標䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 腫瘍薬学特論

担当教員名 川西　正祐

開講期 前期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 䠎単位

学年 䠍䞉䠎年

概要

超高齢社会䛷䛿、が䜣䛾発症率が益々高䜎䜚、画期的䛺新規抗が䜣薬が続々䛸開発さ䜜䛶い
䜛が、未䛰、死亡原因䛾第1位䛿が䜣䛷あ䜛。䜎䛪、が䜣䛾予防䛸䛧䛶、生体が発が䜣因子䛻䜘
䜚、遺伝子䛻変化䜢䜒䛯䜙䛩発が䜣機構䜢講義䛩䜛。次い䛷、検査䞉診断、䛭䛧䛶、化学療法剤
䜔分子標的薬䛺䛹䛾抗が䜣分野があ䜛。さ䜙䛻䛿、が䜣患者䛻対䛩䜛薬学的䜿䜰䜢研究䛩䜛
分野䜒あ䜛。発が䜣か䜙抗が䜣䜎䛷䛾䛩䜉䛶䜢薬学的視点か䜙総括䛷き、か䛴医療薬学䞉臨床
薬学䛻おい䛶系統的か䛴斬新的䛻が䜣患者䜿䜰䜢可能䛻䛩䜛腫瘍薬学䜢講義䛩䜛。

一般目標
が䜣䛻䛺䜙䛺い䜘う䛻䛩䜛一次予防、が䜣䛾早期発見、早期治癒䛾二次予防、が䜣䜢薬物治
療䛧悪化䜢防ぐ三次予防䛻䛴い䛶䛾専門知識䜢修得䛩䜛

第　䠍回 が䜣䛾生物学䠄が䜣䛾発生、が䜣䛾増殖、が䜣䛾転移䞉浸潤、腫瘍䛾診断䜢説明䛷き䜛䠅

第　䠎回 が䜣䛾疫学䛸成因䠄が䜣統計䛾概要、が䜣䛾疫学研究、が䜣䛾成因䜢説明䛷き䜛䠅

第　䠏回
発が䜣過程䠄多段階発が䜣、発が䜣物質䛾代謝活性化䛻䜘䜛遺伝子損傷、活性酸素、一酸化窒素䛻䜘
䜛遺伝子損傷、遺伝子変異䞉修復、が䜣関連遺伝子䜢説明䛷き䜛䠅

第　䠐回 発が䜣因子䠄化学的因子、生物学的因子、物理化学的因子䜢説明䛷き䜛䠅

第　䠑回 が䜣䛾検査䞉診断䠄腫瘍䝬䞊䜹䞊、種類䛸䛭䛾性質䛸䛾意義䜢説明䛷き䜛䠅

第　䠒回
抗が䜣薬䛾薬効䞉薬理䠄䜰䝹䜻䝹化薬、代謝拮抗薬、抗が䜣性抗生物質、天然由来抗が䜣薬、䝥䝷䝏
䝘製剤、䝩䝹䝰䞁剤、が䜣䝽䜽䝏䞁䜢説明䛷き䜛䠅

第　䠓回
分子標的薬䛾薬効䞉薬理䠄分子標的薬䛾特徴、分子標的薬䛾分類、細胞外分子標的薬、細胞内分子
標的薬、新䛯䛺分子標的薬䜢説明䛷き䜛䠅

第　䠔回 抗が䜣薬併用䛾理論䛸実際䠄併用䛾考え方、䜶䝡䝕䞁䝇䛾あ䜛併用療法䛻䛴い䛶説明䛷き䜛。䠅

第　䠕回
抗が䜣薬䛾薬理遺伝学䠄薬剤応答䛸臨床薬理学、薬理遺伝学、抗が䜣薬䛾薬理遺伝学、䜲䝸䝜䝔䜹䞁䛸
UGT1A1、遺伝的因子䛸後天的因子䛻䛴い䛶説明䛷き䜛䠅

第䠍䠌回
化学療法䛾有効性䛸副作用䠄化学療法䛷治癒が可能䛺が䜣、化学療法䛷延命が期待䛷き䜛が䜣、効果
䛾期待が少䛺いが䜣お䜘䜃副作用䛻䛴い䛶説明䛷き䜛䠅

第䠍䠍回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䠄消化器が䜣䛾化学療法䛾最新䛾知見䜢報告䛷き䜛䠅

第䠍䠎回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䠄乳が䜣、婦人科が䜣䛾化学療法䛾最新䛾知見䜢報告䛷き䜛䠅

第䠍䠏回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䠄肝䞉胆管が䜣䛾化学療法䛾最新䛾知見䜢報告䛷き䜛䠅

第䠍䠐回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䠄泌尿器が䜣䛾化学療法䛾最新䛾知見䜢報告䛷き䜛䠅

第䠍䠑回 受講生䛻䜘䜛論文紹介䠄造血器が䜣䛾化学療法䛾最新䛾知見䜢報告䛷き䜛䠅

教材 腫瘍薬学　䠄川西正祐、中瀬一則、大井一弥　編　䠄南山堂䠅䠅

参考書 適宜、紹介䛩䜛

評価方法 授業態度、䝺䝫䞊䝖、䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䜔討論内容等䛷総合的䛻評価䛩䜛。

質問先 川西研究室䠄1号館5階1506室䠅

注意事項

授業計画䠄到達目標䠅

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 䛜䜣予㜵学特ㄽ

担当教員名 㔛見䚷佳子

㛤ㅮ期 前期䠄㝸年㛤ㅮ䠅

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 㻞単位

学年 㻝年次

概要

䛜䜣䛾㻝次予㜵䛾㻝䛴䛷䛒䜛䛜䜣化学予㜵䛻䛴䛔䛶䚸臨床研究䜢含䜑䛶最新䛾知見
䜢修得䛩䜛䚹䜎䛯䚸化学予㜵以外䛾㻝次予㜵䛻䛴䛔䛶䜒修得䛩䜛䚹䛜䜣化学予㜵物
㉁䛸䛧䛶注目䛥䜜䛶䛔䜛䜒䛾䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛭䛾作用発現機序䛻䛴䛔䛶䚸細胞䝺䝧䝹䚸
㑇伝子䝺䝧䝹䛷䛾最新䛾研究結果䜒併䛫䛶修得䛩䜛䚹䛭䛧䛶䚸臨床応用䛾可能性
䜔課㢟䛻䛴䛔䛶㆟ㄽ䛩䜛䚹

一般目標 䛜䜣予㜵䛾概略䛸一次予㜵䛾㔜要性䜢理解䛧䚸化学予㜵䛻㛵䛩䜛基礎知㆑䜢修得䛩䜛䚹

第䚷䠍回 䛜䜣予㜵䛾考䛘方䛸䚸現状䛻䛴䛔䛶国㝿的䛺動向䜒含䜑䛶理解䛩䜛䚹

第䚷䠎回 発䛜䜣㐣程䛸発䛜䜣因子䛻䛴䛔䛶説明䛷䛝䜛䚹

第䚷䠏回 䛜䜣化学予㜵䛾現状䛻䛴䛔䛶理解䛩䜛䚹

第䚷䠐回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖医薬品䠄種㢮䛸予㜵効果䜢説明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠑回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖䝡䝍䝭䞁䜔䝭䝛䝷䝹䠄種㢮䛸予㜵効果䜢説明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠒回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖㣗品中㠀栄㣴素䠄種㢮䛸予㜵効果䜢説明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠓回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖䛭䛾他䠄種㢮䛸予㜵効果䜢説明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠔回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖臨床研究䛾現状䛻䛴䛔䛶理解䛩䜛䚹

第䚷䠕回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖代表的䛺作用機序䛻䛴䛔䛶理解䛩䜛䚹

第䠍䠌回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖ㄽ文ㅮ読䛸発表䞉討ㄽ

第䠍䠍回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖ㄽ文ㅮ読䛸発表䞉討ㄽ

第䠍䠎回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖ㄽ文ㅮ読䛸発表䞉討ㄽ

第䠍䠏回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖ㄽ文ㅮ読䛸発表䞉討ㄽ

第䠍䠐回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖ㄽ文ㅮ読䛸発表䞉討ㄽ

第䠍䠑回 䛜䜣化学予㜵物㉁各ㄽ䠖ㄽ文ㅮ読䛸発表䞉討ㄽ

教材 特䛻無䛧䚸㐺宜䝥䝸䞁䝖䜢㓄布䛩䜛䚹

参考書 㐺宜䚸紹介䛩䜛䚹

評価方法 出席䚸発表内容䚸討ㄽ内容䛺䛹䛻䜘䜚総合的䛻評価䛩䜛䚹

㉁問先 衛生薬学䚷㣗品衛生学研究室㻔㻡㻞㻜㻡㻕

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅

授業計画䠄到㐩目標䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 精神衛生薬学特論

担当教員名 三輪高市

開講期 前期䠄隔年開講䠅

必修/選択 選択

単位数 2単位

学年 1䞉2年次

概要

精神疾患名は2013年度より5大疾患の䠍つとなり、厚労省はその方針を今後の医療
計画に反映させることとしている。精神疾患は人々のQOLに大きく影響し、その社会
的損失は大きい。精神科二大疾患である統合失調症およびうつ病、さらに超高齢社
会の現状から大きな問題となっている認知症を取り上げて薬物療法の適正化につい
て学び、議論する。

一般目標
精神科疾患の概要や社会的背景䞉問題点を理解し、薬物治療を含めた医療への薬
剤師の拘りを習得する。

第　䠍回 中枢神経系の薬理䠄人体の神経系における中枢神経系の働きについて説明できる䠅

第　䠎回 精神科疾患の概要Ⅰ䠄統合失調症についてその特徴と薬物治療を説明できる䠅

第　䠏回 精神科疾患の概要Ⅱ䠄統合失調症についてその特徴と薬物治療を説明できる䠅

第　䠐回 精神科疾患の概要Ⅲ䠄うつ病についてその特徴と薬物治療を説明できる䠅

第　䠑回 精神科疾患の概要Ⅳ䠄うつ病についてその特徴と薬物治療を説明できる䠅

第　䠒回 精神科疾患の概要Ⅴ䠄認知症についてその特徴と薬物治療を説明できる䠅

第　䠓回 精神科疾患の概要Ⅳ䠄認知症についてその特徴と薬物治療を説明できる䠅

第　䠔回 精神科疾患の概要Ⅴ䠄不眠症、不安症、双極性障害についてその特徴と薬物治療を説明できる䠅

第　䠕回 精神科疾患の概要Ⅵ䠄不眠症、不安症、双極性障害についてその特徴と薬物治療を説明できる䠅

第䠍䠌回 受講生による論文紹介Ⅰ䠄精神科薬物治療に関する近年の論文について報告、議論ができる䠅

第䠍䠍回 受講生による論文紹介Ⅱ䠄精神科薬物治療に関する近年の論文について報告、議論ができる䠅

第䠍䠎回
受講生による論文紹介Ⅰ䠄精神科の一疾患を取り上げて、その薬物治療における問題につい
ての近年の論文等の資料を用いて報告、議論ができる䠅

第䠍䠏回
受講生による論文紹介Ⅱ䠄精神科の一疾患を取り上げて、その薬物治療における問題につい
ての近年の論文等の資料を用いて報告、議論ができる䠅

第䠍䠐回
受講生による論文紹介Ⅰ䠄精神科の一疾患の薬物治療や社会における問題の対策につい
て、論文等の各種情報、精神科病院や関連施設への調査などから取りまとめて報告、議論が
できる䠅

第䠍䠑回
受講生による論文紹介Ⅱ䠄精神科の一疾患の薬物治療や社会における問題の対策につい
て、論文等の各種情報、精神科病院や関連施設への調査などから取りまとめて報告、議論が
できる䠅

教材 適宜䝥䝸䞁トを配布する。

参考書
精神科の服薬指導Q䠃A　吉尾隆編䠄医薬ジ䝱䞊ナ䝹䠅、精神科薬剤師業務標準䝬䝙䝳ア䝹
2009-2010　日本病院薬剤師会精神科病院特別委員会編集䠄南山堂䠅

評価方法 発表内容、討論内容により評価する。

質問先 三輪研究室

注意事項

授業計画䠄シ䝷䝞ス䠅

授業計画䠄到達目標䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 環境䞉薬剤疫学特ㄽ

担当教員名 坂䚷䚷晋

㛤ㅮ期 前期䠄㝸年㛤ㅮ䠅

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 㻞単位

学年 㻝䞉㻞年次

概せ

現代䛷䛿䚸様䚻䛺環境化学物㉁䛻䜘䜛疾病䜔医薬品䛻䜘䜛副作用䛜問㢟䛸䛺䛳䛶䛔
䜛䚹䛣䜜䜙䛾影㡪䛻䛴䛔䛶医学䞉薬学的根拠䛾整理䞉ホ価䞉応用䛻䛴䛺䛢䜛䛯䜑䛻
䛂人䛾㞟団䛻䛚䛡䜛効果䜔影㡪䜢研究䛩䜛学問䛃䛷䛒䜛疫学䜢用䛔䜛䚹䛣䛾ㅮ義䜢㏻
䛨䛶䚸疫学䛾基礎的理ㄽ䞉方法䜢学䜃䚸臨床研究䛻㛵䛩䜛ㄽ文䜢㢟材䛻応用䛩䜛䛣
䛸䛻䜘䛳䛶䚸環境化学物㉁䜔医薬品䛾効果䞉影㡪䛻㛵䛩䜛実㊶的䛺疫学䛾研究方
法䜢㌟䛻䛴䛡䜛䚹

一般目標 環境化学物㉁䜔医薬品䛻䜘䜛効果䞉影㡪䜢ホ価䛩䜛䛯䜑䛻必せ䛺疫学手法䜢習得䛩䜛䚹䚷䚷

第䚷䠍回 疫学研究䛾基礎㻔㻝㻕䠄疫学研究䛾代表的䛺研究䝕䝄䜲䞁䜢理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䚷䠎回 疫学研究䛾基礎㻔㻞㻕䠄疫学研究䛾代表的䛺ホ価方法䜢理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䚷䠏回 疫学研究䛾基礎㻔㻟㻕䠄疫学研究䛷ホ価䛻影㡪䛩䜛因子䛻䛴䛔䛶理ゎ䛷䛝䜛䠅

第䚷䠐回 環境化学物㉁䛻䜘䜛影㡪㻔㻝㻕䠄環境化学物㉁䛸生態系䛻䛴䛔䛶ㄝ明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠑回 環境化学物㉁䛻䜘䜛影㡪㻔㻞㻕䠄環境影㡪䛾ホ価方法䛻䛴䛔䛶ㄝ明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠒回 環境化学物㉁䛻䜘䜛影㡪㻔㻟㻕䠄代表的䛺環境化学物㉁䛾影㡪䛻䛴䛔䛶ㄝ明䛷䛝䜛䠅

第䚷䠓回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介㻔㻝㻕䠄最新䛾環境疫学䛻㛵䛩䜛ㄽ文䛻䛴䛔䛶報告䚸㆟ㄽ䛜䛷䛝䜛䠅

第䚷䠔回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介㻔㻞㻕䠄最新䛾環境疫学䛻㛵䛩䜛ㄽ文䛻䛴䛔䛶報告䚸㆟ㄽ䛜䛷䛝䜛䠅

第䚷䠕回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介㻔㻟㻕䠄最新䛾環境疫学䛻㛵䛩䜛ㄽ文䛻䛴䛔䛶報告䚸㆟ㄽ䛜䛷䛝䜛䠅

第䠍䠌回 薬剤疫学䛸医薬品䛾安全性㻔㻝㻕䠄医薬品䛾安全性䛻対䛩䜛薬剤疫学䛾必せ性䜢ㄝ明䛷䛝䜛䠅

第䠍䠍回 薬剤疫学䛸医薬品䛾安全性㻔㻞㻕䠄医薬品䛾生体影㡪ホ価方法䛻䛴䛔䛶ㄝ明䛷䛝䜛䠅

第䠍䠎回 薬剤疫学䛸医薬品䛾安全性㻔㻟㻕䠄代表的䛺医薬品䛾有害事㇟䛻䛴䛔䛶ㄝ明䛷䛝䜛䠅

第䠍䠏回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介㻔㻠㻕䠄最新䛾薬剤疫学䛻㛵䛩䜛ㄽ文䛻䛴䛔䛶報告䚸㆟ㄽ䛜䛷䛝䜛䠅

第䠍䠐回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介㻔㻡㻕䠄最新䛾薬剤疫学䛻㛵䛩䜛ㄽ文䛻䛴䛔䛶報告䚸㆟ㄽ䛜䛷䛝䜛䠅

第䠍䠑回 受ㅮ生䛻䜘䜛ㄽ文紹介㻔㻢㻕䠄最新䛾薬剤疫学䛻㛵䛩䜛ㄽ文䛻䛴䛔䛶報告䚸㆟ㄽ䛜䛷䛝䜛䠅

教材 㐺宜㓄布䛩䜛

参考書 㐺宜紹介䛩䜛

ホ価方法 出席䚸受ㅮ態度䚸発表内容䚸ウㄽ内容䚸䝺䝫䞊䝖䛺䛹䛻䜘䜚総合的䛻ホ価䛩䜛䚹

㉁問先
䞉月䡚㔠㻌㻝㻟䡚㻝㻤時㻌㻡号㤋㻞㝵㻌㻡㻞㻜㻝室
䞉㻌㻿㼁㻹㻿㻙㻼㻻䛾㻽㻒㻭䜢利用䛧䛶下䛥䛔䚹

注意事㡯

授業ィ画䠄到㐩目標䠅

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷⸆学研✲科䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ⛬䠐年制䠅

科目名 社会環境⸆学演⩦

担当教員名 川す䚷正祐䚸坂䚷晋䚸㔛ぢ䚷佳子䚸ⴱ原䚷ⱱ樹

㛤ㅮ期 後期䠄㝸年㛤ㅮ䠅

必修㻛㑅択 㑅択

単位数 㻞単位

学年 䠍年次

概せ

⭘瘍⸆学䚸䛜䜣予㜵学䚸⢭神⾨生⸆学䚸環境䞉⸆剤疫学䜢中心䛸䛩䜛社会環境⸆学
䛻㛵㐃䛩䜛最先➃䛾研✲䛻䛴䛔䛶䛾学⾡ㄽ文䜔⥲ㄝ䜢䜒䛸䛻䚸最新䛾専㛛知㆑䜢
修得䛩䜛䚹各教員䛾研✲䛻㛵㐃䛧䛯学⾡ㄽ文䜢用䛔䛶䚸科学的䛛䛴ㄽ理的䛺思⪃
⬟力䚸批判的䛺⪃察力䚸䜎䛯㉁疑ウㄽ䛷䛝䜛⬟力䜢修得䛩䜛䚹䛥䜙䛻䚸各研✲分㔝
䛻䛚䛡䜛ㄢ㢟䛻䛴䛔䛶理ゎ䛩䜛䚹䠄䜸䝮䝙䝞䝇方式㻛全䠍䠑回䠅

一⯡目標 社会環境⸆学䛻必せ䛷䛒䜛具体的䛺研✲ィ画䞉方法䛺䛹䜢⟇定䛷䛝䜛実力䜢修得䛷䛝䜛

➨䚷䠍回 ⭘瘍⸆学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄発䛜䜣性䛾予知学䛾修得䠅

➨䚷䠎回 ⭘瘍⸆学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄炎症性発䛜䜣䛾予㜵䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

➨䚷䠏回 ⭘瘍⸆学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄分子標的⸆䛾副作用㍍減䛾䛯䜑䛾䝁䞁䝟䝙䜸䞁デ断⸆䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

➨䚷䠐回 ⭘瘍⸆学䛻㛵䛩䜛ㄽ文ㅮㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ

➨䚷䠑回 䛜䜣予㜵学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄䛜䜣化学予㜵䛾現状䛸展望䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾⩦得䠅

➨䚷䠒回 䛜䜣予㜵学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄䛜䜣化学予㜵学䠄䐟医⸆品䠅䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾⩦得䠅

➨䚷䠓回 䛜䜣予㜵学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄䛜䜣化学予㜵学䠄䐠䝡䝍䝭䞁䞉䝭䝛䝷䝹䠅䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾⩦得䠅

➨䚷䠔回 䛜䜣予㜵学䛻㛵䛩䜛ㄽ文ㅮㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ

➨䚷䠕回 ⢭神⾨生⸆学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄⢭神疾患䛾㻽㻻㻸向上䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

➨䠍䠌回 ⢭神⾨生⸆学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄ㄆ知症䛾⸆物使用䛾㐺正化䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

➨䠍䠍回 ⢭神⾨生⸆学䛻㛵䛩䜛ㄽ文ㅮㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ

➨䠍䠎回 環境䞉⸆剤疫学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄環境化学物㉁䛻䜘䜛影㡪䛾疫学的ホ価䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

➨䠍䠏回 環境䞉⸆剤疫学䛻㛵䛩䜛ウㄽ䠄医⸆品䛻䜘䜛⫾児毒性䛾疫学的ホ価䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

➨䠍䠐回 環境䞉⸆剤疫学䛻㛵䛩䜛ウㄽ㻌䠄抗䛜䜣剤䛾副作用䛾疫学的ホ価䛻㛵䛩䜛専㛛知㆑䛾修得䠅

➨䠍䠑回 環境䞉⸆剤疫学䛻㛵䛩䜛ㄽ文ㅮㄞ䛸発⾲䞉ウㄽ

教材 国内外䛾⭘瘍⸆学䚸䛜䜣予㜵学䚸⢭神⾨生⸆学䚸⸆剤疫学䛻㛵䛩䜛学⾡ㄽ文䚸特チ㈨料䛺䛹

参⪃書 使用䛧䛺䛔䚹

ホ価方法

各ㄢ㢟研✲䛷得䜙䜜䛯成果䜢専㛛㡿域䛾学会➼䛷発⾲䛧䚸専㛛家䛾ホ価䜢仰䛠䛸䛸䜒䛻䚸
⭘瘍⸆学䚸䛜䜣予㜵学䚸⢭神⾨生⸆学䚸⸆剤疫学䜢中心䛸䛩䜛社会環境⸆学䛻必せ䛷䛒䜛
具体的䛺研✲ィ画䞉方法䛺䛹䜢⟇定䛷䛝䜛実力䛾修得度䛻䛴䛔䛶各担当教員➼䛜ホ価䛩
䜛䚹

㉁問先 演⩦担当教員䠄川す正祐䚸㔛ぢ佳子䚸ⴱ原ⱱ樹䚸坂晋䠅

注意事㡯 各教員䛾指示䛻従䛖䚹

授業ィ画䠄到㐩目標䠅

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 実践的医療薬学演習

担当教員名 西村嘉洋、伊奈田宏康、八重徹司、林雅彦

開講期 前期䠄隔年開講䠅

必修/選択 必修

単位数 䠎単位

学年 䠍年次

概要

副作用の早期診断には䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖に関す䜛理論に加えて、薬剤副作用と固有疾患の鑑別診断
能力が必要であ䜛。この鑑別診断能力䜢New England Journal of Medicine 誌等掲載症例のPBL方式に䜘
䜛実践的解析演習に䜘䜚教育す䜛。また、複合疾患䜢有す䜛高齢者の薬物療法䜢中心とした処方解析䜢実
施す䜛。

一般目標

①䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖に必要な理論䜢理解す䜛。
②高齢者の䝞䜲䝍䝹䝃䜲䞁䝰䝙䝍䝸䞁䜾の必要性䜢理解す䜛。
③医療面接技術の基本䜢理解し、䝻䞊䝹䝥䝺䜲で使用してみ䜛。
④迅速簡易検査機器䠄POCT䠖Point of Care Testing)の原理と臨床応用䜢理解す䜛。

第　䠍回 副作用診断に関す䜛討論䠄䝞䜲䝍䝹䝃䜲䞁評価法の修得䠅

第　䠎回 副作用診断に関す䜛討論䠄心電図解析の修得䠅

第　䠏回 副作用診断に関す䜛討論䠄放射線診断画像読影の修得䠅

第　䠐回 副作用診断に関す䜛討論䠄䜶䝁䞊画像読影の修得䠅

第　䠑回 医師免許䜢持った教員と討論䠄身体所見活用法の修得䠅

第　䠒回 医師免許䜢持った教員と討論䠄臨床検査値活用法の修得䠅

第　䠓回 医師免許䜢持った教員と討論䠄画像所見活用法の修得䠅

第　䠔回 副作用の回避䞉早期発見に関す䜛討論と発表

第　䠕回 処方解析に関す䜛討論䠄高齢者薬物療法䠅

第䠍䠌回 処方解析に関す䜛討論䠄統計学的解析手法の修得䠅

第䠍䠍回 処方設計に関す䜛討論䠄薬物動態手法の修得䠅

第䠍䠎回 粗放解析と処方設計に関す䜛討論と発表

第䠍䠏回 服薬説明に関す䜛討論䠄䝁䞊䝏䞁䜾䝇䜻䝹の修得䠅

第䠍䠐回 服薬説明に関す䜛討論䠄動機付け面接法の修得䠅

第䠍䠑回 迅速簡易検査機器䠄POCT䠖Point of Care Testing)に関す䜛討論

教材 臨床薬物動態学、Basic Clinical Pharmacokinetics、The New England Journal of Medicine (NEJM)

参考書 使用しない

評価方法

次の①䡚③䜢併せて総合的に評価す䜛。
①出欠状況
②演習総括䝺䝫䞊䝖の内容
③演習目標への到達度

質問先 西村嘉洋䠄1512研究室䠅、伊奈田宏康䠄5305研究室䠅、八重徹司䠄1407研究室䠅、林雅彦䠄1515研究室䠅

注意事項

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅

授業計画䠄到達目標䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 䝣ィ䝆䜹䝹ア䝉䝇䝯䞁䝖学内実習

担当教員名 西村嘉洋、伊奈田宏康、八重徹司、林雅彦

開講期 前期䠄隔年開講䠅

必修/選択 必修

単位数 䠎単位

学年 䠍䞉䠎年次

概要

高機能患者䝅䝭䝳䝺䞊䝍を使用した䝣ィ䝆䜹䝹ア䝉䝇䝯䞁䝖実習䠄䝞イ䝍䝹䝃イ䞁評価法䞉聴診法䞉打診法䞉
触診法䠅と心電図解析実習䞉放射線診断画像読影実習䞉䜶䝁䞊画像読影実習を実践的に教育する。症例
の身体所見、臨床検査値及び各種画像所見より疾患名とその重篤度を類推し、医師免許を持った教員と
討議できるようにする。

一般目標

①䝣ィ䝆䜹䝹ア䝉䝇䝯䞁䝖に必要な基本的概念を理解する。
②高齢者の䝞イ䝍䝹䝃イ䞁を総合的に解釈する思考䝥䝻䝉䝇を習得する。
③迅速簡易検査機器䠄POCT䠖Point of Care Testing)の使い方を習得する。

第　䠍回

第　䠎回

第　䠏回

第　䠐回

第　䠑回

第　䠒回

第　䠓回

第　䠔回

第　䠕回

第䠍䠌回

第䠍䠍回

第䠍䠎回

第䠍䠏回

第䠍䠐回

第䠍䠑回

教材 高機能患者䝅䝭䝳䝺䞊䝍、皮内注射䝅䝭䝳䝺䞊䝍、採血手技䝅䝭䝳䝺䞊䝍、ほか

参考書 臨床薬物動態学、Basic Clinical Pharmacokinetics、診察診断学

評価方法

次の①䡚③を併せて総合的に評価する。
①出欠状況
②実習総括䝺䝫䞊䝖の内容
③実習目標への到達度

質問先 西村嘉洋䠄1512研究室䠅、伊奈田宏康䠄5305研究室䠅、八重徹司䠄1407研究室䠅、林雅彦䠄1515研究室䠅

注意事項

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅

授業計画䠄到達目標䠅

①高機能患者䝅䝭䝳䝺䞊䝍を使用した䝣ィ䝆䜹䝹ア䝉䝇䝯䞁䝖実習䠄䝞イ䝍䝹䝃イ䞁評価法䞉聴診法䞉打診法䞉触診法䠅と
心電図解析実習䞉放射線診断画像読影実習䞉䜶䝁䞊画像読影実習を通して、副作用の回避䞉早期発見に不可欠な副
作用診断ができるようになる。
②症例の身体所見、臨床検査値及び各種画像所見より疾患名とその重篤度を類推し、医師免許を持った教員と討議
できるようになる。
③皮内注射や採血手技を䝅䝭䝳䝺䞊䝍で練習し、今後開発されてくる䝨䝥䝏䝗䞉䝍䞁䝟䜽性医薬品や皮内投与型䝽䜽䝏
䞁製剤に対応できるようになる。
④迅速簡易検査䠄POCT䠖Point of Care Testing)に使用する機器を使えるようになる。



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名

担当教員名

開講期

必修/選択

単位数

学年

一般目標　　　　　䠄到
達目標䠅

教材

参考書

評価方法

質問先

注意事項

䠎単位

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅

䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖臨床実習

西村嘉洋、伊奈田宏康、八重徹司、林雅彦

後期、前期

選択䠄薬剤師䛾資格が必須䠅

じた䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖䛻関連す䜛課題䜢大学院䛾研究䛾䝔䞊䝬䛸す䜛こ䛸が䛷き䜛。

1年次

概要

連携協力医療機関䛻おい䛶䝏䞊䝮医療䛻参画し、䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖䜢活用した薬効評価䛺䜙䜃䛻
副作用未然回避䛾実践䛻必要䛺䝇䜻䝹䜢学䜆。特䛻高齢者䛿、生理機能が低下し䛶い䜛た䜑、薬効䛾
増強䛸共䛻副作用が発現し䜔すい。こ䛾た䜑、高齢者䛻おけ䜛䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖䛻䛴い䛶䛿重点

的䛻実習し、臨床研究䜈䛾橋渡し䛸䛺䜛理論䛸技能䜢習得す䜛。

①䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖䜢活用した副作用䛾未然回避䛻䛴い䛶説明䛷き䜛。
②臨床現場䛻おけ䜛業務課題䜔問題点䛻立脚した研究課題䜢設定し、そ䜜䜢説明す䜛こ䛸が䛷き䜛。
③迅速簡易検査機器䠄POCT䠖Point of Care Testing)䜢活用した受診勧奨䜢実践䛷き䜛。

授業計画䠄実習計画䠅

䝏䞊䝮医療䛻参画し、高度か䛴先進的䛺医療現場䛷必要䛸さ䜜䜛薬剤師䛾役割䜢理解す䜛。

医療施設側䛿、䜹䞁䝣䜯䝺䞁䝇䛻参加䛷き䜛機会䜢与え䜛䛸䛸䜒䛻、副作用䛾回避䜔治療効果䛾䝰䝙䝍䝸䞁䜾䛻必要䛺

䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖、さ䜙䛻䛿POCT䛻関連す䜛臨床実習䜢行う。

三重䝝䞊䝖䝉䞁䝍䞊䛷䛿、特䛻高齢者䛻対し䛶䝣䜱䝆䜹䝹䜰䝉䝇䝯䞁䝖䜢活用した薬効評価お䜘䜃副作用䛾未然回避

䜢目的䛸した研究䜢行う。䜎た、研究成果䜢高機能患者䝅䝭䝳䝺䞊䝍䛻再現し、副作用䛾未然回避䛻必要䛺䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁

教育方法䛾開発䜒行う。䜎た、医療機関䛻勤務し薬剤師䛾資格䜢有す䜛社会人大学院生䛾場合䛿、勤務し䛶い䜛職場䛷生

臨床薬物動態学、Basic Clinical Pharmacokinetics、診察診断学

次䛾①䡚③䜢併せ䛶総合的䛻評価す䜛。
①出欠状況
②臨床実習総括䝺䝫䞊䝖䛾内容
③実習目標䜈䛾到達度

西村嘉洋䠄1512研究室䠅、伊奈田宏康䠄5305研究室䠅、八重徹司䠄1407研究室䠅、林雅彦䠄1515研究室䠅

実習期間中、大学教員䛿巡回指導䜢行い実習目標䛾進展䜢図䜛䛸䛸䜒䛻、提携医療機関䛾指導者䛸共同䛷、問題

解決䛾た䜑䛾理論䛸方法䜢指導す䜛。

大学䛸職場間䛾連携䛻必要䛺䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁手段䛸し䛶Skype䛺䛹ICT䠄Information and Communication 

Technology䠅䜒活用す䜛。

大学院生䛿、臨床実習総括䝺䝫䞊䝖䜢作成す䜛。



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 ㄢ㢟研究䠄博士ㄽ文研究䠅

担当教員名 㣤田㟹彦

㛤ㅮ期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆病態特性䛻基䛵䛟㑅択的薬物移行䜢利用䛧䛯臨床画像診断薬䞉治療薬䛾㛤
発䛇
䛜䜣䚸ㄆ知症䛺䛹社会䛾㧗㱋化䛻伴䛖疾患䛾早期診断䚸早期治療法䛾確立䛿䚸現在䛾日本
䛻䛚䛔䛶緊急䛾ㄢ㢟䛷䛒䜛䚹本研究䛷䛿䚸病態䛾解析䚸治療方㔪䛾決定䛻不可欠䛺画像診
断䛻用䛔䜛分子標的薬剤䛸䛣䜜䜢基䛻䛧䛯治療薬剤䛾研究㛤発䜢実㊶䚸指導䛧䚸ㄽ文指導䜢
行䛖䚹

到㐩目標
生体内䛾種䚻䛾機能性分子䛾異常䚸䛭䜜䛻䛸䜒䛺䛖生命活動䛾変化䜢画像化䛩䜛手法䜢理
解䛧䚸画像診断薬剤䛾㛤発䡡評価䚸定㔞解析法䛾利用䚸臨床診断䛷䛾有効性䛾検討䛜䛷䛝䜛

教材 特䛻䛺䛧

参考書

評価方法 授業態度䚸研究成果䚸䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䚸㉁疑応答䛺䛹䛾能力䛻䜘䜚評価䛩䜛

㉁問先 病態解析䡡薬効制御学分㔝䠄㻡㻞㻝㻜室䠅䚷㼕㼕㼐㼍㻬㼟㼡㼦㼡㼗㼍㻙㼡㻚㼍㼏㻚㼖㼜䚷㻜㻡㻥㻙㻟㻠㻜㻙㻜㻡㻥㻠

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課㢟研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 大倉一人

㛤ㅮ期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆病態㛵㐃因子䛾動的機能解析䚸䜶䝛䝹䜼䞊代ㅰ制御䛸薬効制御䛇
病態䜢引䛝㉳䛣䛩因子䛾性㉁䜢理解䛩䜛事䛿㠀常䛻㔜要䛷䛒䜛䚹例䛘䜀䚸細菌感染䜔薬物
代ㅰ䚸䜶䝛䝹䜼䞊代ㅰ䛷䛿種䚻䛾䝍䞁䝟䜽㉁䜔䝸䜺䞁䝗䛜㛵与䛧䛶䛔䜛䚹䛭䜜䜙䛿多䛟䛾場合
柔㌾䛻動䛔䛶䛚䜚䚸生体䛸䛾相互作用䛻㐺䛧䛯立体㓄座䜢䛸䛳䛯䛸䛝䛻機能䛩䜛䛸考䛘䜙䜜
䜛䚹病態誘発䛻必㡲䛺動的㧗次構㐀䜢見極䜑䚸時䛻䛿利用䛩䜛䛣䛸䛷治療法㛤発䛾手䛜䛛䜚
䛸䛺䜛事䛜期待䛥䜜䜛䚹病態㛵㐃因子䛾動的機能解析䚸䜶䝛䝹䜼䞊代ㅰ制御䛸薬効制御䛻㛵
䛧䛶䚸研究䛾実㊶䚸指導䜢行䛔䚸論文指導䜢行䛖䚹

到㐩目標
病態制御䛻㛵㐃䛩䜛因子䛾特性䜢生理機能的側㠃䚸動的構㐀的側㠃䛛䜙解析䛧䚸効率的䛺
治療䛻䛿機能㠃䚸構㐀㠃䛷何䛜必要䛛䜢考䛘䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

教材 特䛻䛺䛧

参考書 各種学術㞧誌

評価方法
研究䛻取䜚組䜐姿勢䚸研究計画能力䛚䜘䜃研究㐙行力䚸学会等䛷䛾䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁能
力䚸論文作成䛺䛹䛻䜘䜚総合的䛻評価䛩䜛䚹

㉁問先 病態解析䞉薬効制御学分㔝䚷䠄㻡号㤋㻡㻟㻜㻠室䠅

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 ㄢ㢟研究䠄博士ㄽ文研究䠅

担当教員名 藤川㝯彦

㛤ㅮ期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬䚷䛆脳䝃䝥䝸䝯䞁䝖等䛻䜘䜛代ㅰ改善研究䛇
㉸㧗㱋化社会䜢㏄䛘䚸医療㈝削減䛾ほ点䛛䜙䝯䝍䝪䝸䝑䜽䝅䞁䝗䝻䞊䝮䜈䛾㐍展䜢㜵止䛩䜛指
導的薬剤師䛾育成䛜求䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹䛭䛾一䛴䛻薬剤師䛻䜘䜛䝉䝹䝣䝯䝕䜱䜿䞊䝅䝵䞁䛾推㐍
䛜䛒䜛䚹本ㄢ㢟研究䛷䛿䚸䝇䝖䝺䝇䚸代ㅰ䞉摂㣗ㄪ節䛾異常䚸不眠䚸䛖䛴病䚸肥満等䛻䜘䜛䝯䝍䝪
䝸䝑䜽䝅䞁䝗䝻䞊䝮䜈䛾㐍展䛻対䛩䜛脳作用型䝃䝥䝸䝯䞁䝖䞉生薬䞉漢方薬䞉医薬品䚸及䜃䝃䝥䝸
䝯䞁䝖ㄏ導型㐠動䛺䛹䛻䜘䜛代ㅰ改善研究䜢推䛧㐍䜑䚸䛭䛾特徴䚸特性䛛䜙䝉䝹䝣䝯䝕䜱䜿䞊
䝅䝵䞁䛻使用可能䛺䝃䝥䝸䝯䞁䝖䜔医薬品等䛾薬理学的分㢮䜢行䛖䚹䜎䛯䚸䛭䜜䜙䜢活用䛧䚸䝯
䝍䝪䝸䝑䜽䝅䞁䝗䝻䞊䝮䜈䛾㐍展㜵止䝇䝖䝷䝔䝆䞊構築䠄䝔䞊䝷䞊䝯䜲䝗䝯䜲䝗予㜵医療䠅䛻㛵䛧
䛶䚸研究䛾実㊶䚸指導䜢行䛔䚸脳䝃䝥䝸䝯䞁䝖等䛻䜘䜛代ㅰ改善䛻䛴䛔䛶ㄽ文指導䜢行䛖䚹

到㐩目標

本研究䜢㏻䛧䛶専㛛的䛺意㆑䚸技能䚸態度䜢修得䛩䜛䚹䜎䛯䚸代ㅰ䞉摂㣗ㄪ節䛾異常䚸不眠䚸
䛖䛴病䚸肥満等䛻䜘䜛䝯䝍䝪䝸䝑䜽䝅䞁䝗䝻䞊䝮䜈䛾㐍展䛻対䛩䜛脳作用型生薬䚸漢方薬䚸䝃䝥
䝸䝯䞁䝖䚸医薬品䚸㐠動䛺䛹䛾予㜵䞉治療䛻㛵䛩䜛研究䚸並䜃䛻䛭䜜䜙䜢活用䛧䛯䝉䝹䝣䝯䝕䜱
䜿䞊䝅䝵䞁䛾推㐍䜢行䛔䚸䛭䛾成果䜢学⾡㞧ㄅ䛻発⾲䛩䜛

教材 国内外䛾学⾡ㄽ文

参考書 研究䛻必せ䛺全䛶䛾情報䜢活用䛩䜛

ホ価方法 研究態度䚸研究成果䛾新つ性䚸学会発⾲䚸国㝿ㄽ文作成䛺䛹䜢総合的䛻ホ価䛩䜛

㉁問先 藤川㝯彦䚷䠄䠑号㤋䚷䠏㝵䚷分子予㜵薬理学研究室䠄䠑䠏䠌䠔䠅䠅

注意事㡯

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課㢟研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 㒆山䚷恵樹

㛤講期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆中枢神経䛾変性䞉保護䞉再生䛾作用機序䛻㛵䛩䜛研究䛇
中枢神経系䛿病態䜔変性䛻対䛧䛶脆弱䛷䛒䜚䚸損傷䜢受䛡䜛䛸再生䛜極䜑䛶困㞴䛷䛒䜛䚹中
枢神経䛾変性䛚䜘䜃保護䚸再生䛾䝯䜹䝙䝈䝮䛾解析䜢目指䛧䛶手技䛸知識䜢㌟䛻着䛡䜛䛣䛸
䛿䚸将来的䛺薬学研究䛾発展䛸人䛾健康寿命延伸䛻大䛝䛟貢献䛷䛝䜛䚹䛣䜜䜙䛾研究実施䞉
指導䜢行䛔問㢟解決能力䜔指導力䚸䜎䛯䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁力䜢㌟䛻着䛡䛴䛴䚸論文作成指
導䜢行䛖䚹

到㐩目標
㻌薬学研究者䛻必要䛺知識䚸技能䚸問㢟解決能力䚸語学力䜢䛸䜒䛺䛖䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁力䜢習
得䛧䚸研究結果䜢科学的䛻解析䞉評価䛷䛝䜛䚹䜎䛯䚸得䜙䜜䛯研究成果䜢学会䛺䜙䜃䛻学術論
文䛻発表䛧䚸内容䛻䛴䛔䛶議論䛷䛝䜛䚹

教材 指定䛺䛧

参考書 指定䛺䛧

評価方法 授業態度䚸研究䛾態度䜔成果䚸䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁能力䚸問㢟解決能力䛻䜘䜚評価䛩䜛䚹

㉁問先 担当教員䜈䛾訪問䜔䝯䞊䝹䛷対応䛩䜛䚹

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



鈴鹿医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課題研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 大井䚷一弥

開講期 通年

必修/選択 必修

単位数 1㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容
研究䝔䞊䝬 䛆䝷䜲䝣䝇䝔䞊䝆䛻応䛨䛯急性期薬物治療管理䛻関䛩䜛研究䛇
䝷䜲䝣䝇䝔䞊䝆䛻応䛨䛯薬効評価䛜可能䛺薬学的判断能力䛾養成䛻関䛧䛶䚸研究䛾実践䚸指導䜢行
䛔䚸急性期疾患䛾病態解明䛸新規薬物治療法䛻䛴䛔䛶論文指導䜢行䛖䚹

到達目標
薬学研究者䛻必要䛺知識䜔技能䜢習得䛧䚸研究結果䜢科学的䛻評価䛷䛝䜛䚹䚷䛥䜙䛻研究成果䛿䚸学
会䛺䜙䜃䛻学術論文䛻発表䛩䜛䚹

教材 適宜論文䞉成書䜢使用䛩䜛

参考書 特䛻䛺䛧

評価方法 研究䛾実行力䛸態度䚸研究結果䚸発表能力䚸論文䛾内容䛛䜙総合的䛻判断䛩䜛䚹

質問先 臨床薬理学研究室(1号館1㻡0㻣室䠅

注意事項

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷⸆学研究科䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 ㄢ㢟研究䠄博士ㄽ文研究䠅

担当教員名 定㔠䚷㇏

㛤ㅮ期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬䚷䛆神経変性疾患䛻㛵䜟䜛生体分子䛾老化分析䛚䜘䜃相互作用ゎ析法䛾㛤発䛇
䜰䝹䝒䝝䜲䝬䞊病䜔䜽䝻䜲䝒䝣䜵䝹䝖䞉䝲䝁䝤病䠄䝥䝸䜸䞁病䠅䛻代⾲䛥䜜䜛神経変性疾患䜔⬻⾑管性ㄆ
知症䛺䛹䛾⬻神経疾患䜢研究䛾対㇟䛸䛩䜛䚹䛣䜜䜙䛾⬻神経疾患䛻㛵䜟䜛生体分子䛾微少䛺構㐀変化
䜢分析䛩䜛方法䜢確立䛧䚸疾患䛾発症機構䛾ゎ明䜢目的䛸䛧䛯研究指導䜢⾜䛖䚹䛥䜙䛻独⮬䛾䜿䝭䜹䝹
䝞䜲䜸䝻䝆䞊技⾡䜢利用䛧䛶䚸䛣䜜䜙生体分子䛾相互作用ゎ析法䛾㛤発研究䜢⾜䛔䚸発症機構䛾ゎ明
䛻役立䛶䜛䛸䛸䜒䛻䚸新䛯䛺䝞䜲䜸䝬䞊䜹䞊䛾探索䛸䛭䜜䜙䜢利用䛧䛯デ断法䛾㛤発䛻㛵䛩䜛研究指導
䜢⾜䛖䚹

到㐩目標

⸆学研究者䛸䛧䛶䛾基本的知㆑䚸技能䚸態度䜢習得䛧䚸研究䛻䛚䛔䛶実㊶䛷䛝䜛䚹
結果䛛䜙問㢟点䜢ぢ䛔䛰䛧䚸問㢟ゎ決䛾方法䜢提案䚸実施䛷䛝䜛䚹
結果䜢考察䛧学会発⾲等䛷䜟䛛䜚䜔䛩䛟ㄝ明䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹
研究成果䛜⮫床⸆学䚸医療⸆学䛾㐍歩䛻䛹䛾䜘䛖䛻㈉献䛧䛯䛛䜢ㄝ明䛷䛝䜛䚹

教材 㐺宜㓄布䛩䜛䚹

参考書 䛺䛧䚹⮬䜙䛷学⾡ㄽ文等䜢収㞟䛩䜛䚹

ホ価方法
研究䛻取䜚組䜐態度䛸姿勢䠄䠐䠌䠂䠅䚸研究ィ画力䛚䜘䜃研究㐙⾜力䠄䠏䠌䠂䠅䚸
学会発⾲等䛻䛚䛡䜛䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁能力䛸ㄽ文作成䠄䠏䠌䠂䠅
䛻䜘䜚総合的䛻ホ価䛩䜛䚹

㉁問先 医⸆品分析学研究室䠄䠑号㤋㻟㝵㻡㻟㻝㻟䠅

注意事㡯

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課題研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 中山浩伸

開講期 通年

必修/選択 必修

単位数 12単位

学年 䠍䡚䠐年次

主な研究内容

研究䝔䞊䝬 【真菌の生存戦略の解明を基盤とした抗真菌薬の開発】

多くの深在性真菌症は、免疫不全患者において日和見感染症として発症するが、医療の高度化や人
口の高齢化などと関連して増加の一途をたどっている。また、発症後は致死的経過をたどることも少なく
ない。現在の真菌感染症治療薬には抗真菌䝇䝨ク䝖䝹や副作用の問題があるため、治療薬選択の余地
は狭く、有効な治療法の開発が急務となっている。有効な治療法を開発していくには、菌の生存戦略の
䠍つである䝇䝖䝺䝇環境下の応答機序䠄䝅グ䝘䝹伝達や代謝など䠅を解明していくことが必要不可欠とな
る。本研究では、遺伝学的䞉分子生物学的手法を用い、䝇䝖䝺䝇応答機構を解明し、得られた知見から
抗真菌薬の標的分子の選出や化合物䝇ク䝸䞊䝙䞁グを行うことで、真菌感染症における治療の治療法
の創製を目指す。

到達目標
指導教員のもとで、遺伝学的䞉分子生物学的手法を用いて、真菌細胞内の種々䝇䝖䝺䝇応答についての
機構解明と理解に努める。また、それらの成果を博士論文としてまとめるほか、主要な学会や国際的な
学会誌において成果発表を行い、社会に発信する。

教材 最新の国内外の学術論文

参考書 特に指定しないが、研究の推進に必要な全ての情報を最大限に活用する。

評価方法 研究姿勢、研究成果、䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁、質疑応答などの能力により評価する

質問先 医薬品開発学研究室䠄5303室䠅　nakayamh@suzuka-u.ac.jp　059-340-0606

注意事項

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 ㄢ㢟研究䠄博士ㄽ文研究䠅

担当教員名 西田䚷圭吾

㛤ㅮ期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆䜰䝺䝹䜼䞊発症機序䛾解明䛸䛭䛾治療薬㛤発䛻㛵䛩䜛研究䛇
免疫䝅䝇䝔䝮䛾㐣敏症䛸䛧䛶国民病䛾一䛴䛸䛺䛳䛶䛔䜛䜰䝺䝹䜼䞊疾患䛻㛵䛧䛶䚸䜰䝺䝹䜼䞊
発症䛻密接䛻䛛䛛䜟䛳䛶䛔䜛䝬䝇䝖細胞䜔好塩基球活性化䛾分子機序䚸䜎䛯䚸䜰䝺䝹䜼䞊ㄏ
発䝰䝕䝹䝬䜴䝇䜢利用䛧䚸䛭䛾病態発症機構䛻㛵䛩䜛病態解析䜢免疫学的䛺手法䜢用䛔䛶
実施䛩䜛䚹䛥䜙䛻䚸上㏙䛾知見䜢䛔䛛䛧䛶䚸新規抗䜰䝺䝹䜼䞊薬㛤発䛻繋䛜䜛基礎研究䜒取䜚
組䜐䚹䛣䜜䜙䜰䝺䝹䜼䞊䛻㛵䛧䛶䛾研究䛾実㊶䚸指導䜢行䛔䚸ㄽ文指導䜢行䛖䚹

到㐩目標
研究䜢㐙行䛩䜛䛻䛒䛯䛳䛶䛾専㛛知㆑䚸手法䜔技術䛸䛸䜒䛻䚸ㄢ㢟発見能力䞉問㢟解決能力
䛾修得䜢目指䛩䚹研究成果䜢䜎䛸䜑䛶䚸学会発表及䜃学術㞧ㄅ䛻発表䛩䜛䚹

教材 特䛻䛺䛧

参考書 㐺宜紹介䛩䜛

評価方法 授業態度䚸研究成果䚸䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䚸㉁疑応答䛺䛹䛾能力䛻䜘䜚評価䛩䜛䚹

㉁問先 㻌免疫制御学研究室

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷⸆学研✲科䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ⛬䠐年制䠅

科目名 ㄢ㢟研✲䠄博士ㄽ文研✲䠅

担当教員名 㕥木宏治

㛤ㅮ期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研✲内容

研✲䝔䞊䝬㻌䛆⾑栓症䛾分子病態ゎ析䛸抗⾑栓性物㉁䛾探⣴研✲䛇
⬻梗塞䜔心➽梗塞䛺䛹䛾⾑栓症䛾原因䛾多䛟䛿䚸⾑⟶内皮機⬟䛾異常䚸⾑液凝固⣔因子䜔
⾑小板機⬟䛾異常䛻㉳因䛩䜛䚹我䚻䛿䛣䜜䜎䛷䚸⾑⟶内皮䛾凝固制御⣔分子䚸䝖䝻䞁䝪䝰
䝆䝳䝸䞁䠄㼀㻹䠅䛾㑇伝子⤌換䛘体䜢㔜⠜䛺⾑栓症䛷䛒䜛播✀性⾑⟶内凝固症候⩌䠄㻰㻵㻯䠅䛾治
療⸆䛸䛧䛶創〇䛧䛶䛝䛯䚹本研✲䛷䛿䚸凝固⣔異常症䜔⾑小板機⬟異常症䛾分子病態ゎ析
䜢⾜䛖䛸䛸䜒䛻䚸真⳦感染䛻伴䛖⾑⟶内皮䛾炎症機序䛾ゎ明䜢研✲ㄢ㢟䛸䛧䚸新つ䛺抗⾑栓性
物㉁䛾探⣴䛻㛵䛩䜛研✲指導䜢⾜䛖䚹

到㐩目標
⮬然免疫䛻㛵䜟䜛⾑液凝固機⬟䛾分子病態研✲䜢中心䛻䚸新つ䛺抗⾑栓⸆䞉
機⬟性㣗品䞉化⢝品䛺䛹䛾㛤発䛻向䛡䛯基盤的研✲䜢⾜䛔䚸䛭䛾成果䜢学⾡㞧ㄅ
䛻発⾲䛩䜛䚹

教材 最新䛾国内外䛾学⾡ㄽ文

参⪃書 特䛻指定䛧䛺䛔䛜䚸研✲䛾推㐍䛻必せ䛺全䛶䛾情報䜢最大㝈䛻活用䛩䜛䚹

ホ価方法
科学⪅䛾⾜動つ⠊䛻則䜚䚸望䜎䛧䛔日常䛾研✲態度䜢㔜ど䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸研✲成果
䛾新つ性䚸学会発⾲⬟力䚸ㄽ文作成⬟力䛺䛹䜢ホ価䛩䜛䚹国㝿学⾡㞧ㄅ䜈䛾ㄽ文
採択䜢䜒䛳䛶最⤊ホ価䛸䛩䜛䚹

㉁問先 㕥木宏治䠄㻝㻡㻜㻤室䠅

注意事㡯

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



鈴鹿医療科学大学　薬学研究科　医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課題研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 佐藤英介

開講期 通年

必修/選択 必修

単位数 12単位

学年 䠍䡚䠐年次

主な研究内容

研究テ䞊䝬【機能性食品による活性酸素代謝と老化䞉癌の制御】
我々、好気的生物は酸素呼吸をすることでエネ䝹ギ䞊を得ている。このとき、酸素の数䠂は平時でも活
性酸素に代謝され、高血圧、糖尿病、動脈硬化、老化、がんなどの原因や増悪因子となり、寿命決定
因子ともなっている。一方、活性酸素は感染防御機構にも不可欠であり、細菌が混入した食物を安全
に摂取できるのもこのお陰である。食物の摂食により今日を生き抜くことが出来れば、我々生物は、明
日に遺伝子をつなげることができる。食品には様々な機能分子が存在するが、その全容は明らかと
なっていない。本研究では、活性酸素代謝と多彩な生命現象を統合制御する様相と食品機能分子が
それらにどのように関わるかを明らかにすることを目的とした研究の実践、指導を行い、論文指導を行
う。

到達目標
癌や加齢に関する活性酸素代謝と医薬品開発に関わる研究を指導教員のもとで、調査および実験を
中心とした研究を行い、その成果を博士論文としてまとめて、学会誌に発表する。また、主要な学会で
の発表を行う。

教材 最新の国内外の学術論文

参考書 特に指定しないが、研究の推進に必要な全ての情報を最大限に活用する。

評価方法
研究に取り組む態度と姿勢、研究計画および研究遂行力学会発表時における
䝥䝺ゼ䞁テ䞊シ䝵䞁能力と論文作成

質問先 医化学研究室(5号館3階5309室)

注意事項

授業計画䠄シ䝷バス䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課㢟研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 田口博明

㛤講期 通年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆䝨䝥䝏䝗科学䜢基盤技術䛸䛧䛯㧗付加価値抗体作成法䛻㛵䛩䜛研究䛇
抗体医薬品䛿䚸䛜䜣䜔炎症性疾患㡿域䛾治療薬䛸䛧䛶㠀常䛻㧗䛔治療効果䜢得䛶䛚䜚䚸䛣䜜䜎䛷治療
䛜困㞴䛷䛒䛳䛯認知症䛺䛹䛻対䛩䜛抗体医薬品䛾㛤発䜒進䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹一方䚸免疫学䛾進歩䛻䜘䜚
免疫䝅䝇䝔䝮䛾理解䛜進䜏䚸効果的䛺䝽䜽䝏䞁療法䛾㛤発䛜行䜟䜜䛶䛔䜛䚹䝨䝥䝏䝗科学䜢基本技術
䛸䛧䛶䝽䜽䝏䞁䜔次世代抗体医薬品䛾㛤発䜢研究課㢟䛸䛧䚸㧗付加価値抗体作成技術䛾確立䛻㛵䛩䜛
研究指導䜢行䛖䚹

到達目標
䝽䜽䝏䞁䛚䜘䜃次世代抗体医薬品䛾㛤発䜢目指䛧䛯新䛧䛔技術䠈䛚䜘䜃䜿䝭䜹䝹䝞䜲䜸䝻䝆䞊䛾䛯䜑䛾
新規䛺䝒䞊䝹㛤発䛾基礎的研究䜢行䛔䠈䛭䛾成果䜢国内外䛾学術㞟会䛺䜙䜃䛻学術㞧誌䛻発表䛩
䜛䚹

教材 㐺宜紹介䛩䜛

参考書 㐺宜紹介䛩䜛

評価方法 授業態度䚸研究成果䚸䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䚸質疑応答䛺䛹䛾能力䛻䜘䜚総合的䛻評価䛩䜛

質問先 㻡号㤋㻞㝵䚷薬品化学研究室䠄㻡㻞㻜㻥室䠅

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 ㄢ㢟研究䠄博士ㄽ文研究䠅

担当教員名 米田䚷ㄔ治

㛤ㅮ期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆㑄移㔠属䜢用䛔䛯制䛜䜣医薬品䛾㛤発研究䛇
䠍䠅膵䛜䜣䛻対䛧䛶㢧著䛺in vivo制䛜䜣活性䜢発揮䛩䜛白㔠二核㘒体䜢基䛻䚸新䛯䛺ㄏ導体䜢分子タ
ィ䛧䚸副作用䛾㍍減䛸薬理活性䛾向上䜢図䜛䚹

䠎䠅制䛜䜣白㔠二核㘒体䛸䚸䛭䛾標的分子䛷䛒䜛㻰㻺㻭䛸䛾結合様式䜔ぶ和性䜢ヲ細䛻ㄪ䜉䚸制䛜䜣䝯䜹
䝙䝈䝮䛾一端䜢ゎ明䛩䜛䚹

䠏䠅制䛜䜣白㔠二核㘒体䛾䛜䜣細胞内䜈䛾取㎸㔞䜔䚸血清䝍䞁䝟䜽等䛾㻰㻺㻭以外䛾生体㧗分子䛸䛾ぶ
和性䜢ㄪ䜉䚸制䛜䜣効果䛸䛾㛵㐃性䜢検ウ䛩䜛䚹

䠐䠅分子ㄆ㆑能䜢有䛩䜛㑄移㔠属㘒体䜢分子タィ䛩䜛䚹

到㐩目標
㑄移㔠属元素䜢用䛔䛯創薬研究䛻従事䛧䚸研究成果䜢国㝿学会䛚䜘䜃国㝿学術㞧ㄅ䛻䛶発表䛷䛝䜛
能力䜢修得䛩䜛䚹

教材 学術㞧ㄅ

参考書
䛂生物無機化学䛃䚷㻿㻚㻌㻶㻚㻌㻸㼕㼜㼜㼍㼞㼐䚷䠄東京化学同人䠅
䛂㻯㼕㼟㼜㼘㼍㼠㼕㼚䛃䚷㻮㻚㻌㻸㼕㼜㼜㼑㼞㼠䚷䠄㼃㼕㼘㼑㼥㻙㼂㻯㻴䠅

ホ価方法
研究䛾ィ画䚸㐙行䛚䜘䜃成果発表䛻㛵䛩䜛能力䜢総合的䛻ホ価䛩䜛䚹

㉁問先 物理系薬学䚷機器分析学研究室䠄㻡㻞㻝㻟䠅㻌㻜㻡㻥㻙㻟㻠㻜㻙㻜㻡㻤㻝䚷

注意事㡯

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課㢟研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 川西䚷正祐

㛤講期 通年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆䛜䜣予㜵䛾䛯䜑䛾䝞䜲䜸䝬䞊䜹䞊䛸䛧䛶䛾㻤㻙䝙䝖䝻䜾䜰䝙䞁䛾研究䛇
㻺㻻䛺䛹䛾活性㓟素䞉窒素種䛻䜘䜛㻰㻺㻭損傷塩基䛂㻤㻙䝙䝖䝻䜾䜰䝙䞁䛃䛜䚸感染䞉炎症㛵連䛜䜣
䝸䝇䜽䛾䝞䜲䜸䝬䞊䜹䞊䛸䛺䜚得䜛䛣䛸䜢明䜙䛛䛻䛧䛶䛝䛯䚹䜎䛰明䜙䛛䛻䛧䛶䛔䛺䛔䛂潰瘍性大
腸炎䛃䚸䛂㻮型肝炎䛃䚸䛂䝅䝸䜹䛻䜘䜛肺䛜䜣䛃䛺䛹䛾感染䞉炎症㛵連䛜䜣䛻䛚䛡䜛㻤㻙䝙䝖䝻䜾䜰䝙
䞁䛾役割䛻㛵䛧䛶䚸研究䛾実践䚸指導䜢行䛔䚸䛜䜣予㜵䛾䝞䜲䜸䝬䞊䜹䞊䛻䛴䛔䛶論文指導
䜢行䛖䚹

到達目標
研究䜢遂行䛩䜛䛻䛒䛯䛳䛶䛾知識䚸手法䜔技能䛸䛸䜒䛻䚸結果䜢科学的䛻評価䛩䜛態度䜢修
得䛩䜛䚹研究䛾成果䜢䜎䛸䜑䛶䚸学会䛺䜙䜃䛻学術㞧誌䛻発表䛩䜛䚹

教材 特䛻䛺䛧

参考書 腫瘍薬学䠄川西正祐䚸中瀬一則䚸大井一弥䚷編䠄南山堂䠅䠅

評価方法 授業態度䚸研究成果䚸䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䚸質疑応答䚸論文作成䛺䛹䛾能力䛻䜘䜚評価䛩䜛䚹

質問先 川西研究室䠄㻝号㤋㻡㝵㻝㻡㻜㻢室䠅

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課㢟研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 㔛見䚷佳子

㛤講期 通年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬䚷䛆䛜䜣䛾化学予㜵䛻有効䛺㣗品成分䛾探索䛇
基本的䛻䝠䝖䛾培㣴䛜䜣細胞䛾系䛷䚸䛜䜣細胞䛾増殖抑制䜢指標䛸䛧䛶䚸細胞生化学䜔㑇伝
子工学䛾手法䜢用䛔䛶䚸䛜䜣䛾化学予㜵䛻有効䛺㣗品成分䛾探索䛸作用機序解明䛻向䛡䛯
研究䛾実践䛸指導䜢行䛺䛖䚹䛭䛧䛶䚸研究成果䜢䜎䛸䜑䛶学会発表䛧䚸論文䛻䜎䛸䜑䜛䛣䛸䛜䛷
䛝䜛䜘䛖䛻指導䛩䜛䚹

到達目標
研究䜢遂行䛩䜛䛻䛒䛯䛳䛶䛾知識䚸手法䜔技能䛸䛸䜒䛻䚸結果䜢科的䛻評価䛩䜛態度䜢修得
䛩䜛䚹研究䛾成果䜢䜎䛸䜑䛶䚸学会䛺䜙䜃䛻学術㞧誌䛻発表䛩䜛䚹

教材 特䛻無䛧䚹適宜文献䜢紹介䛩䜛䚹

参考書 適宜紹介䛩䜛䚹

評価方法 出席䚸研究䛾進行状況䚸論文䛾作製状況䛺䛹䛻䜘䜚総合的䛻評価䛩䜛䚹

質問先 衛生薬学䚷㣗品衛生学研究室㻔㻡㻞㻜㻡㻕

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷⸆学研究科䚷医療⸆学専攻䠄博士ㄢ程䠐年制䠅

科目名 ㄢ㢟研究䠄博士ㄽ文研究䠅

担当教員名 三㍯㧗市

㛤ㅮ期 ㏻年

必修㻛㑅択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆抗䛖䛴⸆䛾睡眠䛚䜘䜃㙠㟼䜈䛾影㡪䛻㛵䛩䜛研究䛇
現在䚸社会情勢䛾劇変䛛䜙⮬殺⪅䛜急増䛧䛶䛔䜛䚹䛭䛾多䛟䛿䛖䛴病䜔䛖䛴状態䛻㉳因䛧䚸㧗
㢖度䛷合併䛩䜛睡眠㞀害䛿䛭䛾発症䛻深䛟㛵与䛩䜛䛸⪃䛘䜙䜜䛶䛔䜛䚹本研究䛷䛿現場䛾医
療⪅䛸㐃携䛧䛶抗䛖䛴⸆䛾治療効果䛚䜘䜃睡眠䞉㐣㙠㟼䜈䛾影㡪䜢ホ価尺度䛺䛹䜢用䛔䛶確
ㄆ䛧䚸研究䛾方向性䛻応䛨䛶⸆理学的䛺基礎検ウ䜢加䛘䜛䛣䛸䜒⪃慮䛻入䜜䚸最⤊的䛻⮫床
䛾現場䛻䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽䛷䛝䜛䝕䞊䝍䛾⵳積䜢目指䛧䛶教⫱指導䛚䜘䜃ㄽ文指導䜢⾜䛖䚹

到㐩目標
抗䛖䛴⸆䛻期待䛥䜜䜛睡眠㞀害改善作用䛚䜘䜃副作用䛸䛧䛶䛾㐣㙠㟼䛻䛴䛔䛶⮫床䛻䛚䛡
䜛ㄪ査研究䛚䜘䜃⸆理学的䛺基盤的研究䜢⾜䛔䚸䛭䛾成果䜢学⾡㞧ㄅ䛻発⾲䛩䜛䚹

教材 最新䛾国内外䛾学⾡ㄽ文

参⪃書 特䛻指定䛧䛺䛔䛜䚸研究䛾推㐍䛻必せ䛺全䛶䛾情報䜢最大㝈䛻活用䛩䜛䚹

ホ価方法
科学⪅䛾⾜動つ範䛻則䜚䚸望䜎䛧䛔日常䛾研究態度䜢㔜ど䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸研究成果䛾新つ
性䚸学会発⾲⬟力䚸ㄽ文作成⬟力䛺䛹䜢ホ価䛩䜛䚹

㉁問先 三㍯研究室

注意事㡯

授業ィ画䠄䝅䝷䝞䝇䠅



㕥㮵医療科学大学䚷薬学研究科䚷医療薬学専攻䠄博士課程䠐年制䠅

科目名 課㢟研究䠄博士論文研究䠅

担当教員名 坂䚷䚷晋

㛤講期 通年

必修㻛選択 必修

単位数 㻝㻞単位

学年 䠍䡚䠐年次

主䛺研究内容

研究䝔䞊䝬㻌䛆薬剤䞉環境䛻䜘䜛胎児毒性䛻㛵䛩䜛疫学研究䛇
現代䛷䛿䚸様䚻䛺環境化学物質䛻䜘䜛疾病䜔医薬品䛻䜘䜛副作用䛜問㢟䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹特䛻感受性䛾
㧗䛔時期䛷䛒䜛胎児期䞉幼若期䛻䛚䛡䜛䛣䜜䜙䛾物質䛻䜘䜛影㡪䛜懸念䛥䜜䛶䛔䜛䚹䛭䛣䛷本課㢟研究
䛷䛿䚸疫学的手法䞉実㦂的手法䜢用䛔䛶䚸医薬品䛾副作用䜔環境化学物質䛻䜘䜛次世代影㡪䜢課㢟䛸
䛧䛯研究指導䜢行䛖䚹

到達目標
薬学䛾基本的知識䚸技能䚸態度䜢基礎䛸䛧䛶研究䜢遂行䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹学会発表䜔博士論文䛸䛧䛶
発表䛩䜛䛣䛸䜢通䛨䛶䚸研究䛾内容䜢分䛛䜚䜔䛩䛟説明䛷䛝䜛䚹

教材 国内外䛾学術㞧誌

参考書 適宜紹介䛩䜛

評価方法 授業態度䚸研究成果䚸研究発表䚸質疑応答䛺䛹䛾䛻䜘䜚総合的䛻評価䛩䜛䚹

質問先 坂䚷䚷晋䠄㻡㻞㻞㻥室䠅

注意事㡯

授業計画䠄䝅䝷䝞䝇䠅
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